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墓
じ
ま
い
は

５
年
で
１
・
５
倍
に

　
２
０
１
９
年
度
の『
改
葬

数（
事
実
上
の
墓
じ
ま
い
）』

は
全
国
で
12
万
４
３
４
６
件

（
※
厚
生
労
働
省
の
衛
生
行

政
報
告
例
）、
そ
の
５
年
前

は
８
万
３
５
７
４
件
。
５
年

間
で
約
１
・
５
倍
に
増
え
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
う
ね
り
は
、
仙
台
圏

に
も
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。

大
規
模
な
民
間
霊
園
と
し
て

知
ら
れ
る『
み
や
ぎ
霊
園
』。

こ
ち
ら
の
遠
藤
洋ひ

ろ
あ
き晶

所
長
は

「
地
方
の
人
口
が
ど
ん
ど
ん

減
っ
て
き
て
、
息
子
や
娘
の

い
る
仙
台
に
お
墓
も
引
き
揚

げ
た
い
と
い
っ
た
ご
相
談
が

年
々
増
え
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
県
内
各
地
で
樹
木
葬
墓
地

の
管
理
を
手
が
け
て
い
る
利

府
町
の『
メ
モ
ワ
ー
ル
石
材
』

に
は
、
墓
じ
ま
い
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
が
毎
月
30
件
ほ

ど
も
あ
り
、
そ
の
う
ち
20
件
、

年
間
に
し
て
２
４
０
件
ほ
ど

の
墓
じ
ま
い
を
請
け
負
っ
て

忙
し
い
そ
う
で
す
。

墓
じ
ま
い
６
つ
の
パ
タ
ー
ン

　
墓
じ
ま
い
と
言
っ
て
も
、

置
か
れ
て
い
る
状
況
や
何
を

解
決
し
た
い
か
に
よ
っ
て
、

次
の
６
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

①
最
も
一
般
的
な
の
が
、
遠

方
に
あ
る
墓
地
を
近
く
の
非

承
継
型
の
墓
地「
樹
木
葬
・

納
骨
堂
・
共
同
墓
等
」
へ
移

す
ケ
ー
ス
。

②
遠
方
に
あ
る
墓
地
を
①
と

同
様
に
近
く
の
墓
地
へ
移
す

も
の
の
、
移
す
先
は
承
継
型

の「
一
般
墓
」に
す
る
ケ
ー
ス
。

③
遠
方
に
あ
る
墓
地
を
同
じ

墓
地
の
ま
ま
、
当
地
の
永
代

供
養
墓
へ
移
す
ケ
ー
ス
。
　

④
地
元
に
あ
る
墓
地
を
同
じ

墓
地
の
ま
ま
、
永
代
供
養
墓

へ
移
す
ケ
ー
ス
。

⑤
お
墓
を
無
く
す
ケ
ー
ス
。

手
元
供
養
や
自
宅
墓
等
に
。

⑥
お
墓
も
遺
骨
を
無
く
す

ケ
ー
ス
。
海
や
山
に
散
骨
。

注
意
す
べ
き
点

　
遺
骨
と
い
う
の
は
、
勝
手

に
処
分
す
る
こ
と
も
移
動
す

る
こ
と
も
、『
墓
地
、
埋
葬

等
に
関
す
る
法
律
』
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

墓
じ
ま
い
は
法
律
に
の
っ

と
っ
て
行
う
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
お
墓
を
継
ぐ
人
が
い
な
い
、
い
る
け
れ
ど

　
お
墓
を
継
ぐ
人
が
い
な
い
、
い
る
け
れ
ど
2020
年
後
は
分
か
ら
な
い
、

年
後
は
分
か
ら
な
い
、

「
い
ず
れ
、
う
ち
も
墓
じ
ま
い
か
も
…
」と
い
っ
た
話
が
珍
し
い
こ
と
で

「
い
ず
れ
、
う
ち
も
墓
じ
ま
い
か
も
…
」と
い
っ
た
話
が
珍
し
い
こ
と
で

は
な
く
な
っ
た
時
代
。
最
近
の
あ
る
調
査
で
は
、
購
入
し
た
お
墓
の
タ

は
な
く
な
っ
た
時
代
。
最
近
の
あ
る
調
査
で
は
、
購
入
し
た
お
墓
の
タ

イ
プ
は
樹
木
葬
と
回
答
し
た
方
が
１
位
、
納
骨
堂
が
２
位
と
い
う
結
果

イ
プ
は
樹
木
葬
と
回
答
し
た
方
が
１
位
、
納
骨
堂
が
２
位
と
い
う
結
果

に
。実
は
墓
じ
ま
い
と
樹
木
葬
の
増
加
に
は
、密
接
が
関
係
が
あ
り
ま
す
。

に
。実
は
墓
じ
ま
い
と
樹
木
葬
の
増
加
に
は
、密
接
が
関
係
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
新
し
い
墓
地
や
墓
じ
ま
い
に
つ
い
て
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
新
し
い
墓
地
や
墓
じ
ま
い
に
つ
い
て
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

墓
じ
ま
い
と
今
時
の
お
墓

墓
じ
ま
い
と
今
時
の
お
墓

多多
種種
多多
彩彩

多多
種種
多多
彩彩

スマホで

最新号をいち早く

川柳も動画も満載！

最新号

楽しい・新しい
　　　　　　 

の

ホームページ

読者アンケート『お墓の悩みは？』
【お墓に関するその他の悩み】

「今までは気付かなかったが、車を廃車に

したら遠い」「どんなデザインにするか」

「購入後のお寺との付き合い」「お墓はあ

るけど、寺は決まっていない」「今の寺は

何かと大変なので、息子は別のところと

考えている」「兄名義の墓があり、将来、

自分が入れてもらうには、どんな手続き

が必要か」「墓は無いが土地だけある（市

営墓地）」「先代の兄弟が代表権でごたつ

いた」「独身。生前に約束しておけるのか」

お墓に

関する悩みは

ありますか？

承継者承継者がが
いないいない

 26 26％％

遠い遠い  
1919％％

特にない特にない
　 37　 37％％

その他その他
 18 18％％アンケート実施日　2018 年 8 月　　回答数　111 人

みやぎ霊園の樹木葬墓地（写真上）みやぎ霊園の樹木葬墓地（写真上）

同、有期限墓地　　　　（写真中央）同、有期限墓地　　　　（写真中央）

メモワール仙台五橋　　（写真下）メモワール仙台五橋　　（写真下）
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④
新
し
い
納
骨
先
の
費
用

　
費
用
の
中
で
大
き
な
差
を

生
む
こ
と
に
な
る
の
が
、
新

し
い
納
骨
先
に
か
か
る
費
用

と
な
り
ま
す
。
樹
木
葬
や
納

骨
堂
は
一
般
の
墓
よ
り
も
安

く
抑
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

金
額
の
面
か
ら
も
大
き
な
魅

力
と
な
る
わ
け
で
す
。

離
檀
料
の
ト
ラ
ブ
ル

悪
質
な
業
者
に
も
注
意
を

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
離
檀

料
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

事
例
１

　
自
宅
か
ら
遠
く
、
自
分
も

入
る
つ
も
り
は
な
い
の
で
、

墓
じ
ま
い
を
寺
に
申
し
出
た

と
こ
ろ
、
３
０
０
万
円
ほ
ど

の
高
額
な
離
檀
料
を
要
求
さ

れ
困
惑
。
払
え
な
い
と
言
う

と
、
ロ
ー
ン
を
組
め
る
と
言

わ
れ
た
。
　（
80
歳
代  

女
性
）

　
ま
た
、
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク

し
て
お
き
た
い
こ
と
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

①
こ
れ
ま
で
の
お
墓
に
埋
葬

さ
れ
て
い
る
御
先
祖
の
数

②
移
転
先
が
、
そ
の
全
員
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
の
か

　
墓
地
に
よ
っ
て
は
人
数
に

制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
確
認
が
必
要
で
す
。

い
ろ
い
ろ
か
か
る
費
用

　
墓
じ
ま
い
の
費
用
は
30
万

円
か
ら
３
０
０
万
円
ほ
ど

と
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
か
な

り
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
。

内
訳
は
次
の
よ
う
な
も
の
。

①
既
存
の
墓
石
の
解
体
整
理

費
用

②
離
檀
料
＋
閉
眼
供
養

　
離
檀
料  

０
〜
20
万
円

　
お
布
施  

１
〜
5
万
円
　

③
新
し
い
墓
地
の
開
眼
・
納

骨
法
要
の
費
用 

１
〜
５
万
円

事
例
２

　
跡
継
ぎ
が
い
な
い
の
で
お

寺
に
離
檀
し
た
い
と
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
過
去
帳
に
8
人

の
名
前
が
載
っ
て
い
る
の

で
、
７
０
０
万
円
か
か
る
と

言
わ
れ
た
。（
70
歳
代  

女
性
）

　
離
檀
料
に
は
明
確
な
基
準

が
な
い
と
こ
ろ
が
悩
ま
し
い

と
こ
ろ
。
納
得
が
い
か
な
け

れ
ば
お
寺
と
話
し
合
い
、
場

合
に
よ
っ
て
は
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
さ
れ
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。

　
一
方
、
墓
じ
ま
い
を
請
け

負
う
業
者
に
も
、
法
外
な
料

金
を
請
求
し
て
く
る
悪
質
業

者
が
存
在
し
ま
す
。
ご
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

天
然
の
森
を
活
か
し
た

ド
イ
ツ
型
の
樹
木
葬
が
誕
生

　
遺
骨
の
移
転
先
と
し
て
人

気
の
あ
る
樹
木
葬
墓
地
は
、

県
内
に
も
各
地
に
誕
生
し
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
天
然

の
森
を
活
か
し
た
樹
木
葬
墓

地
が
み
や
ぎ
霊
園
に
誕
生
し

て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
こ
ち
ら
の
墓
地
が
目
指
し

た
の
は
、
樹
木
葬
の
元
祖
的

な
存
在
と
さ
れ
る「
ド
イ
ツ

型
の
樹
木
葬
」。
森
林
に
あ

る
自
然
木
を
そ
の
ま
ま
墓
標

と
す
る
も
の
で
、
１
０
０
年

ほ
ど
前
に
ド
イ
ツ
で
生
ま
れ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
霊
園
で
は
、
１
区
画
ご

と
に
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
低
木
を

植
栽
。
さ
ら
に
、
青
葉
山
と

接
す
る
よ
う
に
墓
地
を
設
け

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ

型
の
よ
う
に
雄
大
な
自
然
と

一
体
感
を
味
わ
え
る
よ
う
な

作
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

画
期
的
な
後
継
者
対
策

「
有
期
限
墓
地
」＆「
墓は

か
た
く託

」

　
み
や
ぎ
霊
園
に
は
、
お
墓

の
後
継
者
に
悩
む
方
へ
向
け

た
サ
ー
ビ
ス
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
２
０
１
５
年
に
誕
生

し
た『
有
期
限
墓
地
』は
、
一

般
墓
地
と
同
じ
よ
う
に
お
参

り
す
る
こ
と
が
で
き
、
希
望

し
た
使
用
期
間
を
過
ぎ
る
と

永
代
供
養
墓
へ
改
葬
し
て
も

ら
え
る
と
い
う
も
の
。
こ
の

墓
地
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
思

わ
れ
る
墓
地
が
全
国
各
地
に

誕
生
。
現
在
は
第
７
期
の
貸

し
出
し
を
終
え
て
、
次
の
準

備
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
も
う
一
つ
ご
紹
介
し
た
い

の
が
、
墓
守
り
後
見
制
度

『
墓
託
』。
こ
ち
ら
は
、
同
霊

園
に
建
て
た
一
般
墓
を
使
用

者
に
変
わ
っ
て
最
長
30
年
ま

で
霊
園
が
管
理
。
期
間
満
了

後
は
墓
石
を
解
体
整
理
、
遺

骨
は
園
内
の
永
代
供
養
墓
に

合
祀
改
葬
さ
れ
る
と
い
う
も

墓じまい（改葬）の流れ

墓選びのポイント

場所は？
　若いうちは気にならなくて

も、高齢になると「行きやすさ」

がとても重要になります。また、

子どもや親類の住む街から離れ

ていると、墓参りが途絶えてし

まう可能性があります。後々の

ために、場所はとても重要です。

管理運営、設備は？
　きちんと管理が行われていな

いと、墓地も荒れていきます。

運営組織が信頼できるか調べて

ください。駐車場から墓地まで

の行きやすさ、お参りのための

水道等の整備、ゴミ箱、雑草の

管理、トイレのチェックなども。

宗派は？ペットは？
　自分の宗派は何なのかを確

認して、同じ宗派か宗派不問

のお寺を選ぶ必要があります。

　ペットと一緒に入りたいと

いう方は、可能かどうかを確

認してください。お寺では「不

可」のところが多いようです。

価格は？維持費は？
　建ててからも毎年かかる「管

理費」はいくらなのか？子供

の代以降で払わなかったり、

払えなくなったらどうなるの

か？無縁墓になったらどうな

るのか？合祀されるのか？と

いったことも確認が必要です。

④
新しいお墓へ

新しいお墓に

納骨（改葬）か

手元供養や散骨

①相談
　家族や親類と相談。

寺院墓地の場合は

お寺からも

同意を得る

②手続
必要な書類を揃え

署名捺印をして

市区町村に提出

遺骨を取り出す

③撤去
石材店等に依頼して

お墓を解体、整地して

お墓の管理者に返す

の
。「
既
に
あ
る
一
般
墓
を

自
分
た
ち
が
亡
く
な
っ
た
後

に
墓
じ
ま
い
し
て
欲
し
い
」

「
お
墓
の
承
継
者
は
い
な
い

け
れ
ど
、
一
般
墓
を
こ
れ
か

ら
持
ち
た
い
」
と
い
っ
た
要

望
を
叶
え
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
や
は
り
一
般
墓
は
人
数

の
制
限
も
無
く
、
墓
石
の
デ

ザ
イ
ン
な
ど
も
自
由
に
で
き

る
こ
と
か
ら
、
根
強
い
人
気

が
あ
る
の
で
す
。

仙
台
市
の
中
心
部
に

納
骨
堂
が
誕
生
！

　
最
後
に
ご
紹
介
す
る
の

は
、
昨
年
８
月
に
賢け

ん
じ
ょ
う
聖
院
が

オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
都
市
型
の

納
骨
堂『
メ
モ
ワ
ー
ル
仙
台

五
橋
』。
納
骨
堂
に
は
縦
長

の
仏
壇
が
並
ぶ
タ
イ
プ
、
コ

イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
に
似
た
よ
う

な
タ
イ
プ
な
ど
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
ち
ら
は
液
晶
モ
ニ

タ
ー
に
遺
影
な
ど
が
映
し
出

さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
型
の
納
骨

堂
。
カ
ー
ド
を
か
ざ
す
と
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
が
読
み
取
ら
れ
、

液
晶
画
面
に
遺
影
や
戒
名
な

ど
が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

　
遺
骨
は
、
奥
の
専
用
の
部

屋
に
安
置
。
墓
石
を
持
た
な

い
た
め
、
い
ず
れ
子
ど
も
の

住
む
東
京
に
遺
骨
を
移
す
と

い
っ
た
時
に
、
墓
じ
ま
い
の

費
用
が
か
か
ら
ず
に
済
む

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。
一
番
町
か
ら
歩
い
て
10

分
ほ
ど
。
気
軽
に
普
段
着
で
、

天
候
に
左
右
さ
れ
ず
手
ぶ
ら

で
お
参
り
が
出
来
ま
す
。

　
と
い
う
わ
け
で
、
い
ろ
ん

な
お
墓
が
出
来
て
選
択
肢
が

増
え
る
こ
と
は
、
喜
ば
し
い

こ
と
。
い
い
場
所
を
見
つ
け

て
、
安
心
し
て
眠
り
た
い
も

の
で
す
。
な
お
、
納
骨
堂
も

樹
木
葬
も
、
生
前
中
に
申
し

込
む
方
が
多
い
そ
う
で
す
。



令和 5年 10 月号

　 

街
あ
る
き「
道
標
を
辿
る
連
坊
か
ら
河
原
町
」  

　
11
月
11
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　 

街
あ
る
き「
二
軒
茶
屋
っ
て
知
っ
て
る
？
」  

各
会
費
／
５
０
０
円（
申
込
み
は
留
守
電
に
）

　  

連
坊
オ
モ
シ
ロ
街
あ
る
き
会

☎
０
９
０（
１
０
６
４
）６
３
６
４

シ
ニ
ア
限
定
の
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し

大
人
の
茶
話
会
　

　
10
月
22
日（
日
）13
時
30
分
〜

　
会
場
／
ホ
テ
ル
・
ユ
ニ
サ
イ
ト（
モ
ン
ト
レ
裏
）

　
男
性
５
０
０
０
円
・
女
性
２
０
０
０
円

　 

太
陽
の
会
・
仙
台

☎
０
９
０（
７
７
９
０
）５
４
８
０

福
祉
演
芸
の
集
い

　
10
月
25
日（
水
）10
時
30
分
〜
15
時

　
会
場
／
仙
台
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

※
入
場
無
料
。
主
催
は
芸
能
一
座
、
共

催
は
仙
台
自
立
の
家
、
麦
の
会
、
フ

ル
ハ
ウ
ス
。
施
設
の
方
と
歌
い
踊
り
、

施
設
で
作
ら
れ
た
食
品
、
製
品
を
販
売
。

　 

芸
能
一
座
　
佐
山

☎
０
８
０（
１
８
３
１
）６
２
５
５

う
き
う
き
ラ
イ
フ
第
15
回
発
表
会

シ
ニ
ア
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

　
11
月
５
日（
日
）14
時
〜
15
時
30
分

　
会
場
／
東
北
電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

※
入
場
無
料
。
50
〜
80
代
の
方
が
出

演
、
衣
装
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
注
目
！

　 

う
き
う
き
ラ
イ
フ
事
務
局

☎
０
９
０（
２
９
５
９
）７
２
８
４

（3）

※「
杜
の
都
・
仙
台
」を
歩
き
、
見
え

な
か
っ
た
街
の
顔
や
自
然
を
発
見
、

歴
史
あ
る
街
の
認
識
を
深
め
ま
す
。

　
　 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
楽
遊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
宮
城

☎
０
２
２（
２
６
１
）９
８
６
９

気
楽
に
楽
し
く 

エ
ッ
セ
イ
を
書
こ
う

　
10
月
14
日（
土
）11
時
〜
12
時
30
分

　
会
場
／
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
一
番
町
サ
ロ
ン

　
講
師
／
小
泉
知
加
子
氏

　
参
加
費
／
１
３
０
０
円（
会
員
１
０
０
０
円
）

家
族
に
伝
え
た
い

自
分
史
を
書
こ
う

同 
13
時
30
分
〜
15
時（
会
場
・
講
師
・
参
加
費
は
同
じ
）

　
　 
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
６
５
０

福
祉
用
具
の
日
＆
介
護
の
日

　
　
　
　

記
念
イ
ベ
ン
ト

　
10
月
19
日（
木
）10
時
〜
15
時

　
会
場
／
仙
台
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

※
入
場
無
料
。『
ふ
れ
あ
い
広
場
』で

は
手
作
り
品
の
販
売
や
ス
テ
ー
ジ
演

奏
な
ど
が
。
福
祉
用
具
専
門
の
業
者

15
社
以
上
が
集
ま
り
、
最
新
の
福
祉

用
具
を
展
示
。
介
護
相
談
も
受
付
。

 

　   

仙
台
市
健
康
福
祉
事
業
団  

介
護
研
修
室

☎
０
２
２（
２
１
５
）３
７
１
１

秋
の
連
坊
オ
モ
シ
ロ
街
あ
る
き

　
10
月
21
日（
土
）14
時
〜
16
時

　 

座
学
　「
あ
づ
ま
街
道
と
奥
州
街
道
」  

　
10
月
29
日（
日
）９
時
30
分
〜
12
時

シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
愛
読
者
の
集
い

　
ゲ
ス
ト
…
児
玉  

悟
さ
ん

　
９
月
29
日（
金
）10
時
30
分
〜
12
時

　
会
場
／
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
一
番
町
サ
ロ
ン

　
会
費
／
８
０
０
円（
コ
ー
ヒ
ー
付
）

　
　   

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
６
５
０

シ
ニ
ア
い
き
い
き
ま
つ
り

交
流
広
場

　
９
月
30
日（
土
）10
時
〜
14
時

　
会
場
／
勾
当
台
公
園
市
民
広
場

※
健
康
づ
く
り
を
応
援
す
る
団
体
が

大
集
合
。
各
種
テ
ン
ト
ブ
ー
ス
も
。

 

　   

仙
台
市
健
康
福
祉
事
業
団  

交
流
啓
発
係

☎
０
２
２（
２
１
５
）３
１
７
０

お
か
た
づ
け
大
作
戦

　
10
月
６
日（
金
）10
時
30
分
〜
12
時

　
会
場
／
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
一
番
町
サ
ロ
ン

　
会
費
／
３
０
０
円

　
　   

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
６
５
０

仙
台
三
十
三
観
音
巡
り

　
10
月
８
日（
日
）　
９
時
出
発

　［
第
三
行
程
］26
番
〜
33
番
札
所

　「
歩
く
行
程
が
長
い
　
四
郎
丸
・

　  

上
飯
田
・
最
終
札
所
の
向
山
」

　
参
加
費
／
２
５
０
０
円（
一
般
）

芸
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ふ
れ
愛
の
つ
ど
い

　
11
月
10
日（
金
）・
11
日（
土
）

　
会
場
／
仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ

※
楽
し
い
踊
り
、
歌
、
寸
劇
等
を
満
喫
。

☎
０
９
０（
２
８
８
９
）７
４
７
４（
小
磯
） 

  

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
情
報         

野
山
ウ
ォ
ー
ク
・
自
然
観
察

野
山
ウ
ォ
ー
ク
・
自
然
観
察

毎
月
、
平
日
、
土
日
も
含
め
て
５
回
程

度
実
施
。
参
加
希
望
の
方
は
開
催
日
を

問
い
合
わ
せ
の
上
、
お
申
し
込
み
を
。

※
参
加
費
５
０
０
円
。
昼
食
飲
み
物
等

は
各
自
持
参
。
申
込
は
３
日
前
迄
。

　
場
所
…
仙
台
市
西
部
の
里
山

　  

東
北
ア
ウ
ト
ド
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
０（
８
６
１
６
）１
３
９
７

第
一
木
曜
ウ
オ
ー
ク（
陸
奥
国
分
寺
コ
ー
ス
） 

10
㎞  

 

10
月
５
日（
木
）     

集
合 

９
時
30
分

　 

集
合
場
所
…
歩
楽
人
仙
台
駅
東
口
店

　 

参
加
費
…
２
０
０
円

　 

杜
の
都
せ
ん
だ
い
歩
こ
う
会

☎
０
９
０（
６
６
２
６
）７
１
８
８

多
賀
城
政
庁
跡
巡
り
ウ
オ
ー
ク
10
㎞  

10
月
９
日（
祝
）     

集
合 

９
時
30
分

　 

集
合
場
所
…
利
府
駅
前（
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
）

　 

参
加
費
…
５
０
０
円（
保
険
料
込
）

    

十
符
の
里
歩
こ
う
会

☎
０
８
０（
１
８
４
４
）８
２
５
１

み
な
と
オ
ア
シ
ス
仙
台
港
ウ
オ
ー
ク  

 

10
月
14
日（
土
）  

受
付 

９
時
30
分
〜  

ス
タ
ー
ト
10
時

　 

集
合
場
所
…
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
仙
台
港

　 

参
加
費
…
５
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

　 

申
込
方
法
…
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
当
日
受
付

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
…
０
２
２（
２
７
９
）５
９
７
９

※
５
㎞
・
10
㎞
コ
ー
ス
あ
り
、
完
歩
特
典
あ
り

　 

杜
の
都
せ
ん
だ
い
歩
こ
う
会

☎
０
９
０（
６
６
２
６
）７
１
８
８

県
民
の
森
・
青
麻
神
社
散
策
ウ
オ
ー
ク 

７
㎞  

 

10
月
19
日（
木
）     

集
合 

９
時
30
分

　 

集
合
場
所
…
グ
ラ
ン
デ
ィ
21
駐
車
場

　 

参
加
費
…
５
０
０
円（
保
険
料
込
）

　 

ゴ
ー
ル
…
ス
タ
ー
ト
箇
所

　 

杜
の
都
せ
ん
だ
い
歩
こ
う
会

☎
０
９
０（
６
６
２
６
）７
１
８
８

み
や
ぎ
歴
史
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク

10
月
21
日（
土
） 

22
日（
日
）  

集
合 

９
時

　
１
日
目
…
仙
台
城
下
政
宗
コ
ー
ス

　
２
日
目
…
多
賀
城
・
塩
釜
歌
枕
コ
ー
ス

　 

参
加
費
／
無
料

 

　 

宮
城
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

☎
０
９
０（
８
７
８
９
）９
３
３
０

木
曜
ウ
オ
ー
ク（
水
の
森
公
園
・
賀
茂
神
社
コ
ー
ス
） 

11
㎞  

10
月
26
日（
木
）    

集
合  

９
時
30
分

　 

集
合
場
所
…
歩
楽
人
泉
中
央
店

　 

参
加
費
／
２
０
０
円（
保
険
料
等
）  

  

　
　

歩
楽
人
　
泉
中
央
店

☎
０
２
２（
７
７
３
）１
１
９
２

介
護
講
座
　
　
　
　          

『
認
知
症
を
正
し
く
知
る
』

『
認
知
症
の
人
と
の
接
し

　
も
う
す
ぐ
70
歳
に
な
る
男
性
で
す
。

元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
先
日
、

健
康
診
断
で
心
臓
に
疾
患
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

自
分
に
何
か
あ
っ
た
と
き
に
妻
の
こ
と
が
心
配

で
す
。
遺
言
な
ど
に
つ
い
て
は
公
証
役
場
に
相

談
で
き
る
と
聞
き
ま
し
た
。

終
活
に
つ
い
て
の
相
談
例
か
ら

　
今
回
の
執
筆
者
／
仙
台
合
同
公
証
人
役
場
　
公
証
人
　
菅
野
俊
明

分
の
1
に
な
り
ま
す
。

（
相
談
者
）自
宅
を
含
め
全

て
の
財
産
を
妻
に
残
し
て

や
り
た
い
と
思
う
の
で
す

が
。

（
公
証
人
）そ
の
場
合
、
遺

言
書
を
作
成
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
ね
。

（
相
談
者
）姉
や
弟
が
相
続

を
主
張
し
て
き
た
と
き
に
、

妻
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の

で
し
ょ
う
か
。

（
公
証
人
）遺
言
書
で
奥
様

に
す
べ
て
の
財
産
を
相
続

さ
せ
れ
ば
、
ご
兄
弟
の
相

続
権
は
な
く
な
り
ま
す
。

（
相
談
者
）遺
言
の
効
力
を

一
部
否
定
す
る
遺
留
分
と

い
う
権
利
が
あ
る
と
聞
い

い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
遠

方
に
姉
と
弟
が
い
ま
す
。

（
公
証
人
）
そ
う
す
る
と
、

法
定
の
相
続
人
は
、
奥
様

と
、
お
姉
さ
ん
弟
さ
ん
の

３
名
に
な
り
ま
す
ね
。
法

定
の
相
続
分
は
、
奥
様
が

4
分
の
3
、
お
姉
さ
ん
と

弟
さ
ん
が
4
分
の
1
の
半

分
ず
つ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
8

（
公
証
人
）ま
ず
、

家
族
構
成
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

（
相
談
者
）両
親
は
す
で
に

他
界
し
て
お
り
、
私
ど
も

に
子
ど
も
は
な
く
、
妻
と

二
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

（
公
証
人
）ご
兄
弟
は
お
ら

れ
ま
す
か
。

（
相
談
者
）あ
ま
り
付
き
合

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
。

（
公
証
人
）ご
兄
弟
に
は
遺

留
分
に
関
す
る
権
利
は
認

め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

遺
言
書
の
と
お
り
に
な
り

ま
す
。

（
相
談
者
）分
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
と
、
私
が
心

臓
病
で
倒
れ
て
植

物
人
間
に
で
も

な
っ
た
場
合
、
妻

に
迷
惑
を
か
け
る

の
が
心
配
で
す
。

（
公
証
人
）そ
う
し

た
場
合
の
た
め
に
、

尊
厳
死
宣
言
と
い

う
方
法
も
あ
り
ま

す
。
奥
様
に
も
ご

説
明
し
た
ほ
う
が

良
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

一
度
奥
様
と
ご
一
緒
に
お

出
で
く
だ
さ
い
。

Ａ Ｑ

いつでも無料相談
とりあえずお電話をどうぞ
（遺言・任意後見契約・その他）

仙台合同公証人役場
仙台市青葉区二日町 16-15　プライムゲート晩翠通 ２階

☎（221）6031　公証人　菅野俊明

☎（266）8398　公証人　鈴木陽一

☎（261）0377　公証人　金沢和憲

☎（222）8105　公証人　小沢正明

方
と
本
人
・
家
族
の
支
援
』

　
10
月
25
日（
水
）10
時
〜
14
時
30
分

『
介
護
に
役
立
つ
感
染
予
防
の
知
識
』

　
10
月
28
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時
30
分

料
金
…

受
講
料
無
料

会
場
…
仙
台
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

対
象
…
市
民
（
仙
台
市
内
在
住
か
お
勤
め
の
方
）

  

　   

仙
台
市
健
康
福
祉
事
業
団  

介
護
研
修
室

☎
０
２
２（
２
１
５
）３
７
１
１

傾
聴
サ
ロ
ン  

参
加
無
料（
要
予
約
）                  

　
10
月
７
日（
土
）10
時
〜
15
時

　
　
仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ
　

    

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

仙
台
傾
聴
の
会

☎
０
９
０（
６
２
５
３
）５
６
４
０

傾
聴
茶
話
会

傾
聴
茶
話
会  

参
加
無
料（
予
約
不
要
）    

　
10
月
14
日（
土
）13
時
30
〜
14
時
30
分

　
　
仙
台
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

    

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

仙
台
傾
聴
の
会

☎
０
７
０（
２
０
２
５
）８
２
０
０

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　      

参
加
者
募
集
　

や
さ
し
い
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室

（
未
経
験
者
対
象
入
門
ク
ラ
ス
）

　
11
月
〜
４
月   

毎
週
火
曜（
休
館
日
除
く
）

　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時
　（
全
22
回
）

　
会
場
／
台
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
費
用
／
８
０
０
円（
各
回
）　

　
初
回
の
み 

１
８
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

　
対
象
／
60
歳
以
上
の
仙
台
市
民（
抽
選
40
人
）

　
申
込
／
往
復
は
が
き
に
、
催
し
名
、

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
、
麻
雀

　
経
験
の
有
無
を
記
載
の
上
、
郵
送
ま
た
は

直
接
施
設
へ
　
　
　
　
　
10
月
18
日
必
着

　    

台
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
２
３
３
）３
９
０
１

上
映
会

　
11
月
４
日（
土
）

①
10
時
30
分『
わ
れ
弱
け
れ
ば
』

②
14
時
　
　『
大
地
の
詩
』

　
会
場
／
多
賀
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
11
月
５
日（
日
）

①
10
時
30
分『
筆
子
そ
の
愛
』

②
14
時
　
　『
母
』

　
会
場
／
太
白
区
文
化
セ
ン
タ
ー

　
当
日
券
１
５
０
０
円（
一
般
）

☎
０
９
０（
２
８
８
９
）７
４
７
４（
小
磯
） 

行
政
書
士
の
無
料
相
談
会

※
10
月
は
行
政
書
士
制
度
広
報
月

間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
内
各
地

で
無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
、
宮
城
県
行
政
書
士
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://m
iyag

i-g
yosei.or.jp

シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

カ
ラ
オ
ケ  

い
ち
え
の
会

※
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が
増
え
て
き

た
の
で
一
時
中
止
し
ま
す
。
再
開
の

時
は
、
紙
面
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報



令和 5年 10 月号 （4）

白
鵬
が
突
然
や
っ
て
き
た
！

ジ
ミ
ー
狩
野（
牧
男
）83
　
カ
ナ
ダ

　
先
日
、
な
ん
の
前
触
れ
も
な

く
元
横
綱「
白
鵬
」の
宮
城
野
親

方（
以
後
、
白
鵬
）が
、
私
の
入

居
す
る
日
系
人
向
け
老
人
ホ
ー

ム『
モ
ミ
ジ
・
レ
ジ
デ
ン
ス
』を

表
敬
訪
問
。
モ
ミ
ジ
の
入
居
者

た
ち
は
、
初
め
て
見
る
で
あ
ろ

う
白
鵬
や
他
の
お
相
撲
さ
ん
達

の
巨
漢
に
圧
倒
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　
今
回
の
ト
ロ
ン
ト
訪
問
は
、

翌
日（
８
月
19
日
）か
ら
開
催
さ

れ
る
ト
ロ
ン
ト
恒
例
の「
カ
ナ
ダ

日
本
祭
り
」に
特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
招
か
れ
た
も
の
。
一
行
は
ト

ロ
ン
ト
到
着
早
々
、
疲
れ
も
見

せ
ず
、
モ
ミ
ジ
・
レ
ジ
デ
ン
ス

ま
で
来
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
彼
は
挨
拶
の
中
で
、
日
本
と

モ
ン
ゴ
ル
の
関
係
は
赤
ち
ゃ
ん

が
生
ま
れ
た
時
か
ら
蒙
古
斑
に

あ
る
と
力
説
。
モ
ン
ゴ
ル
で
は

老
人
を
敬
う
こ
と
が
伝
統
的
に

あ
る
こ
と
も
語
っ
て
い
た
。

　
歓
迎
の
昼
食
会
も
楽
し
か
っ

た
。
幸
い
に
も
白
鵬
の
隣
の
テ
ー

ブ
ル
の
席
に
つ
き
、
直
接
い
く

つ
か
尋
ね
て
み
た
。
入
門
当
時
、

体
重
が
た
っ
た
62
㎏
の
少
年
が
、

ど
う
す
れ
ば
そ
ん
な
に
大
き
な

力
士
に
な
れ
る
の
か
？
私
の
最

大
の
疑
問
だ
っ
た
。「
入
門
当
時

か
ら
、
ご
飯
を
ど
ん
ぶ
り
８
杯

食
べ
て
い
た
」と
言
っ
て
い
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
だ
け
は
ど
う

し
て
も
聞
い
て
み
た
か
っ
た
。

「
タ
ニ
マ
チ
」と
称
さ
れ
る
後
援

会
の
こ
と
だ
。
彼
曰
く
、「
タ
ニ

マ
チ
と
は
、
明
治
時
代
の
初
め

に
大
阪
の
谷
町
と
い
う
所
に
住

ん
で
い
た
お
医
者
さ
ん
で
熱
烈

な
相
撲
フ
ァ
ン
が
い
た
。
そ
の

お
医
者
さ
ん
は
お
相
撲
さ
ん
た

ち
を
無
料
で
診
察
し
、
又
彼
ら

に
金
銭
的
な
援
助
を
行
っ
た
」の

が
タ
ニ
マ
チ
と
言
わ
れ
る
所
以

だ
そ
う
だ
。
一
気
に
私
の
疑
問

が
解
け
て
行
っ
た
。
相
撲
部
屋

に
は
い
つ
も
沢
山
の
差
し
入
れ

が
あ
る
そ
う
だ
。
し
か
し
、
一

番
嬉
し
い
差
し
入
れ
は
、「
お
水
」

だ
そ
う
だ
。
意
外
な
答
え
が
跳

ね
返
っ
て
き
た
。

　
私
た
ち
夫
婦
は
大
の
相
撲

フ
ァ
ン
。
し
か
し
正
直
な
と
こ

ろ
、
今
ま
で
白
鵬
を
あ
ま
り
好

き
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ

な
ら
、
日
本
の
国
技
で
あ
る
大

相
撲
を
他
国
生
ま
れ
の
人
に
牛

耳
ら
れ
る
こ
と
を
好
き
に
な
れ

な
か
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、

白
鵬
は「
日
本
古
来
の
伝
統
あ
る

相
撲
だ
か
ら
こ
そ
、
世
界
に
広

め
た
い
。
そ
の
手
始
め
と
し
て

カ
ナ
ダ
を
最
初
に
訪
問
し
た
」と

熱
く
語
っ
て
い
た
。

　
楽
し
か
っ
た
２
時
間
半
が
瞬

く
間
に
過
ぎ
て
い
っ
た
。
私
は

親
方
に
な
っ
た
白
鵬
初
め
宮
城

野
部
屋
を
カ
ナ
ダ
か
ら
応
援
す

る
こ
と
に
決
め
た
。
今
後
の
更

な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

お
に
ぎ
り佐

々
木
稔
80
　
七
ヶ
浜
町

　
先
頃
、
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
主

催
の
行
事
と
し
て
定
義
山
へ
。

食
堂
で
昼
食
を
食
べ
た
が
、
最

近
は
何
を
食
べ
て
も
一
頃
よ
り

旨
い
と
感
じ
な
く
な
っ
た
。
食

事
を
終
え
て
ベ
ン
チ
に
座
る
と
、

手
造
り
と
思
わ
れ
る
お
に
ぎ
り

を
食
べ
る
親
子
連
れ
を
目
に
し

た
。
う
ま
そ
う
に
食
べ
る
４
〜

５
歳
の
男
の
子
を
羨
ま
し
く

思
っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
引
揚
者

で
あ
る
自
分
に
も
、
あ
あ
い
う

時
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思

い
、
少
し
シ
ュ
ン
と
な
っ
た
。

駄
菓
子
屋

横
田
春
治
70
　
宮
城
野
区
鶴
ヶ
谷
東

　
昭
和
の
人
に
は
懐
か
し
い
駄

菓
子
屋
。
今
は
あ
る
の
か
知
ら

な
い
が
、
あ
っ
た
ら
懐
か
し
い
。

お
ば
ち
ゃ
ん
が
い
て
、「
何
ほ
し

い
？
」と
言
っ
て
見
つ
け
て
く
れ

る「
よ
っ
ち
ゃ
ん
イ
カ
」。
ガ
ム
、

風
船
、
そ
れ
に
怪
し
い
竹
ひ
ご

み
た
い
な
物
で
今
で
言
う
ゼ

リ
ー
み
た
い
な
も
の
が
売
っ
て

い
た
。
糸
に
大
き
な
ア
メ
が
つ

な
が
っ
て
い
た
り
小
さ
な
ア
メ

が
つ
な
が
っ
て
い
た
り
、
買
う

ま
で
が
楽
し
み
で
あ
っ
た
。
食

べ
物
で
も
１
円
か
ら
５
円
、
高

く
て
10
円
。
物
が
な
い
時
代
で

も
豊
か
で
し
た
。
な
い
も
の
は

欲
し
が
り
ま
せ
ん
、
そ
ん
な
も

ん
で
し
た
。
当
時
は
冷
蔵
庫
も

無
く
、
な
ん
で
も
井
戸
に
つ
る

し
て
冷
や
す
の
で
す
。
ス
イ
カ
、

マ
グ
ロ
、
な
ん
で
も
井
戸
へ
。

今
は
旬
も
な
く
、
物
が
あ
り
す

ぎ
る
不
思
議
な
時
代
で
す
。

食
べ
残
し
の
焼
き
そ
ば

阪
本
昭
憲
77
　
太
白
区
上
野
山

　
そ
の
時
、
私
は
吉
行
淳
之
介

の
文
庫
本
を
読
ん
で
い
た
。
古

書
店
で
50
円
で
買
っ
た
も
の
。

「
ハ
イ
！
食
べ
て
」と
妻
は
焼
き

そ
ば
を
持
っ
て
き
た
。
お
い
し

い
と
ペ
ロ
ッ
と
食
べ
た
後
で

「
う
ぇ
！
」と
。
果
た
し
て
、
世

の
奥
様
は
、
食
べ
残
し
の
イ
ン

ス
タ
ン
ト
焼
き
そ
ば
を
ご
主
人

に
差
し
出
す
で
あ
ろ
う
か
？
　

そ
し
て
差
し
出
さ
れ
た
焼
き
そ

ば
を「
お
い
し
い
」と
食
べ
る
で

あ
ろ
う
か
？
　
そ
し
て
何
故
、

そ
れ
を
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
に
投

稿
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

　
俺
っ
て
ダ
メ
だ
ね
。
食
べ
物

の
な
い
時
代
に
育
ち
、
少
し
の

食
べ
物
で
も
捨
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
で
い
い
の
か
な
…
。
孫
が

「
婆
ち
ゃ
ん
が
食
べ
残
し
た
焼
き

そ
ば
を
キ
レ
イ
さ
っ
ぱ
り
食
べ

た
」と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー 

中
沢
常
夫
87
　
青
葉
区
中
山

　
私
の
住
む
団
地
は
昭
和
43
年

頃
に
造
成
さ
れ
た
古
い
団
地
。

隣
近
所
の
皆
さ
ん
に
は
お
付
き

合
い
を
頂
き
、
親
切
に
し
て
も

ら
っ
て
き
た
。
地
域
に
は
御
世

話
役
の
町
内
会
の
班
長
制
度
が

あ
る
。
１
年
交
代
で
行
っ
て
い

た
が
、
班
長
が
回
っ
て
き
た
こ

と
で
班
内
の
皆
さ
ん
と
親
し
く

交
流
が
で
き
た
。
今
は
な
い
が
、

班
内
家
族
に
不
幸
が
あ
る
と
、 

班
長
か
ら
班
内
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
が
発
っ
せ
ら
れ
た
。

　
昭
和
、
平
成
か
ら
令
和
を
迎

え
て
、
現
状
は
ど
う
か
。
女
性

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
が
多
く

な
っ
て
隣
組
で
安
否
確
認
を
し

て
い
た
が
、
急
に
い
な
く
な
り

空
き
家
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
空
き
家
の
多
く
が
売
却
さ

れ
て
新
し
い
家
が
建
ち
、
若
い

家
族
が
住
む
よ
う
に
な
っ
て
活

気
が
戻
っ
て
き
た
感
が
あ
る
。

　
た
だ
、
寂
し
い
の
は
、
長
年

お
付
き
合
い
を
し
て
き
た
人
達

が
、
隣
近
所
に
一
言
も
な
く
い

な
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
老
人

ホ
ー
ム
や
子
供
さ
ん
の
と
こ
ろ

へ
行
っ
た
の
だ
と
思
う
が
、
時
々

ど
う
し
て
い
る
の
か
、
元
気
な

の
か
、
電
話
で
話
せ
な
い
か
、

老
人
ホ
ー
ム
が
分
か
れ
ば
会
っ

て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
隣
近
所
に
挨
拶

す
る
こ
と
な
く
引
っ
越
す
の
は
、 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
関
係
ら
し
い

が
、
こ
れ
で
良
い
の
だ
ろ
う
か

と
疑
問
に
思
う
の
で
あ
る
。

特
集
号
に
感
謝

髙
橋
ス
マ
ノ
97
　
青
葉
区
落
合

　
７
月
号
の
特
集
に
書
い
て
い

た
だ
き
、
そ
れ
を
読
ま
れ
た
方
々

か
ら
の
お
誉
め
の
言
葉
、
川
柳
、

本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
96
歳
の
元
気
な
姿
を
見
せ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を

嬉
し
く
感
謝
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
け
れ
ど
も
、
私
は
身
体
障
害

者
４
級
で
す
。
90
歳
で
大
腸
癌

に
な
っ
て
大
手
術
。
息
子
に
手

術
室
ま
で
送
ら
れ
、
も
し
や
生

き
て
帰
れ
な
い
の
で
は
…
と
、

戸
が
閉
ま
る
時
、
後
ろ
姿
を
見

送
っ
た
の
で
す
。
手
術
室
で
は

「
入
歯
は
ず
し
て
」「
こ
れ
自
分

の
歯
28
本
」と
、
ビ
ッ
ク
リ
会
話
。

「
終
わ
り
ま
し
た
よ
」と
言
わ
れ

て
目
を
開
く
と
息
子
の
顔
が
。

術
後
は
模
範
患
者
と
な
り
、
外

科
病
棟
の
人
気
者
と
な
っ
て
生

徒
さ
ん
の
試
験
体
に
な
っ
た
り
、

み
ん
な
を
笑
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
人
工
肛
門
と
な
り
、
い
つ
出

て
く
る
か
そ
れ
に
よ
っ
て
外
出

を
決
め
る
の
で
す
。
読
者
の
集

い
で
皆
さ
ん
と
お
会
い
し
た
い

の
で
す
が
、
無
理
の
よ
う
で
す
。

紙
面
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特
集
号 

な
ん
て
幸
せ 

バ
ン
バ
ン
歳

筆者と元横綱「白鵬」宮城野親方筆者と元横綱「白鵬」宮城野親方

原
山
圭
子
79 

若
林
区
荒
井

伊
藤
貞
子
96 

青
葉
区
中
山
台

久
慈
レ
イ
95 

太
白
区
太
長
会
リ
ハ

佐
藤
ふ
さ
子
72 

青
葉
区
錦
ヶ
丘

岩
井
元
司
90 

太
白
区
袋
原

佐
々
木
芙
美
子
77 

青
葉
区
中
山
台

結 城 勝 子79 宮城野区宮千代

針生とも子61 大衡村

松 田 瞭 子97 青葉区花壇

長谷川登美75 青葉区中山吉成 髙 松 光 子76 太白区山田北前町

山 形 　 正74 青葉区中山

文
屋
文
江
70 

若
林
区
南
小
泉

髙
橋
ス
マ
ノ
97 
青
葉
区
落
合

中
谷
は
る
み
79 

青
葉
区
中
山
台

小
野
寺
幸
子
76 

青
葉
区
北
目
町

有 住 明 子60 青葉区中山台

佐藤千代子70 若林区荒井

松
元
ゆ
り
子
70 

富
谷
市
あ
け
の
平

佐
々
木
幹
児
85 

大
和
町

会
津
曜
子
86 

宮
城
野
区
鶴
ヶ
谷

清
寺
よ
し
み
93 

青
葉
区
国
見

金
田
綾
子
86 

宮
城
野
区
鶴
ヶ
谷



令和 5年 10 月号（5）

め
し
泥
棒

村
上
一
枝
81
　
青
葉
区
中
山
吉
成

　
道
の
駅
で
、
な
ん
と
も
い
え

な
い
味
の
漬
物
に
出
合
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
ピ
リ
ッ
と
辛
く
て

身
が
す
く
む
程
な
の
に
、
の
ど

を
通
る
と
き
に
は
又
、
食
べ
た

く
な
る
！
　
パ
ッ
ク
の
上『
め
し

泥
棒
』と
書
い
て
あ
っ
た
。
あ
〜

そ
う
か
、
す
ぐ
又
食
べ
た
い
と

思
う
気
持
ち
は
、
ご
は
ん
が
欲

し
い
ナ
ァ
と
い
う
思
い
に
つ
な

が
っ
た
。
な
る
ほ
ど
納
得
。

　『
よ
っ
て
け
泥
棒
』と
い
う
こ

と
ば
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

商
売
を
し
て
い
る
人
が
泥
棒
が

物
取
り
を
す
る
程
、
た
く
さ
ん

買
っ
て
い
っ
て
下
さ
い
と
い
う

こ
と
か
も
と
、
ひ
そ
か
に
納
得
。

　
観
光
地
に
出
店
の
お
ば
さ
ん

に
丁
寧
に「
今
度
、
買
い
ま
す
か

ら
ネ
」と
言
っ
た
ら
、「
今
度
と

お
化
け
に
は
出
会
っ
た
こ
と
が

な
い
」と
、
涼
し
い
顔
で
言
わ
れ

た
こ
と
も
思
い
だ
し
た
…
。

「
若
干
」に
、
今
も
冷
や
汗
が

日
向
野
洋
子
74
　
青
葉
区
貝
ヶ
森

　
私
は
昭
和
30
年
代
の
子
供
。

中
学
校
を
卒
業
す
る
と
集
団
就

職
と
い
っ
て
、
主
に
関
東
方
面

に
就
職
す
る
友
達
が
多
数
い
ま

し
た
。
15
歳
で
親
元
を
離
れ
る

友
達
を
み
て
、
高
校
に
行
か
せ

て
も
ら
え
る
自
分
が
申
し
訳
な

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
友
達
が
言
い
ま
し
た
。「
私
、

ソ
ニ
ー
っ
て
会
社
を
受
げ
で

み
っ
ぺ
と
思
う
ん
だ
。
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
を
組
み
立
て

る
ん
だ
っ
て
。
私
な
ん
か
採
用

さ
れ
っ
ぺ
が
」。
　

　
私
は
書
類
を
真
剣
に
読
み
、

「
大
丈
夫
だ
よ
！
　
採
用
、
若
干

4

4

名4

っ
て
書
い
て
あ
っ
か
ら
。
若

い
人
、
千
名
だ
も
の
！
　
合
格

す
る
よ
！
」と
言
い
ま
し
た
。

　
彼
女
は
ソ
ニ
ー
へ
。
そ
し
て

私
は
高
校
の
国
語
の
時
間
に
、

若
干
と
は
多
少
と
い
う
意
味

と
！
　
え
っ
？
　
干4

と
千4

の
ミ

ス
テ
ー
ク
？
　
ガ
ー
ン
！
　「
若

者
　
千
名
採
用
」
は
虹
の
彼
方

へ
。
も
う
60
年
前
の
失
敗
な
の

に
今
で
も「
ジ
ャ
ッ
カ
ン
」と
聞

く
と
、
冷
や
汗
が
出
ま
す
。

何
欲
し
い
？
母
の
意
外
な
返
答

千
葉
洋
子
72
　
太
白
区
長
町

　
畳
敷
き
生
活
が
主
だ
っ
た
頃

の
大
阪
の
夏
は
、
お
盆
を
控
え
、

畳
を
干
し
棒
で
叩
く
大
掃
除
の

様
子
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
た
。

　
実
家
は
畳
店
を
営
ん
で
い
て
、

こ
の
暑
い
季
節
は
一
年
で
最
も

忙
し
い
書
き
入
れ
時
。
毎
日
、

朝
早
く
か
ら
夕
方
遅
く
ま
で
仕

事
場
は
機
械
の
音
が
鳴
り
止
ま

ず
、
職
人
達
の
笑
い
声
や
か
け

声
で
活
気
に
溢
れ
て
い
た
。

　
前
日
の
午
後
に
買
い
置
い
た

ス
イ
カ
を
た
ら
い
の
水
に
浸
け

て
冷
や
し
た
り
、
い
く
つ
も
の

大
き
な
薬や

か

ん缶
に
氷
水
や
麦
茶
を

準
備
す
る
の
が
私
の
日
課
だ
っ

た
。
納
品
書
と
粗
品
を
持
ち
、

兄
の
軽
ト
ラ
が
得
意
先
へ
配
達

に
出
発
す
る
や
、
家
事
と
並
行

し
な
が
ら
次
客
へ
の
作
業
準
備

の
た
め
、
仕
事
場
の
整
理
整
頓

や
手
配
等
を
し
て
い
く
母
の
段

取
り
は
見
事
な
も
の
だ
っ
た
。

　
一
日
に
何
度
も
繰
り
返
す「
そ

れ
」に
加
え
て
、
職
人
達
の
お
昼

仕
度
、
休
憩
時
の
お
や
つ
、
電

話
や
来
客
の
応
対
、
買
い
物
、

銀
行
で
の
手
続
き
、
等
々
…
。

今
思
う
と
、
そ
ん
な
母
の
手
際

を
見
て「
家
事
の
要
領
や
今
す
べ

き
事
を
図
る
知
恵
」が
私
に
備

わ
っ
て
い
っ
た
の
か
も
…
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
台
所
で「
お

母
ち
ゃ
ん
、
今
、
何
欲
し
い
？
」

と
聞
い
た
。
す
る
と
母
は
顔
を

向
け
、「
い
っ
ぺ
ん
、
昼
寝
し
て

み
た
い
ワ
」と
笑
っ
た
。

あ
れ
か
ら
、
60
年
程
が
過
ぎ
た
。

６
歳
ま
で
の
思
い
出

鹿
又
和
子
82
　
太
白
区
茂
庭

　
昭
和
15
年
夏
、
神
奈
川
県
横

須
賀
で
私
は
生
ま
れ
た
。
横
須

賀
は
軍
港
で
あ
り
軍
需
工
場
も

あ
っ
た
た
め
空
襲
が
激
し
か
っ

た
。
３
年
過
ご
し
た
が
、
空
襲

を
逃
れ
る
た
め
隣
町
の
横
浜
に

移
っ
た
。
し
か
し
変
わ
る
ど
こ

ろ
か
激
し
く
な
り
、
や
む
な
く

一
年
後
、
父
母
の
故
郷
の
秋
田

に
疎
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
母
の
友
人
が
ト
ラ
ッ
ク
の
荷

台
に
乗
せ
て
、
大
宮
ま
で
送
っ

て
く
れ
た
。
母
27
歳
、
私
５
歳
、

妹
４
歳
の
時
で
あ
る
。
汽
車
に

乗
り
、
黒
い
ス
ス
だ
ら
け
に
な

り
な
が
ら
２
日
も
か
か
っ
て
秋

田
の
十
文
字
に
た
ど
り
着
く
と
、

母
の
兄
が
馬
車
で
迎
え
に
来
て

く
れ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
で

は
ゴ
ザ
を
被
っ
て
身
を
隠
し
て

い
た
の
に
、
馬
車
は
ゆ
っ
た
り

と
進
ん
で
い
っ
た
。
田
や
畑
が

広
が
っ
て
い
た
。

　
秋
田
は
平
和
だ
っ
た
。
満
足

に
食
事
も
取
れ
な
か
っ
た
横
須

賀
、
横
浜
時
代
と
は
ま
る
で
違
っ

て
い
た
。
中
で
も
ビ
ス
ケ
ッ
ト

の
天
ぷ
ら
は
ご
ち
そ
う
だ
っ
た
。

桑
を
噛
む
カ
イ
コ
さ
ん
の
音
も

珍
し
か
っ
た
。
終
戦
半
年
後
ま

で
、
秋
田
で
暮
ら
し
た
。

元
祖
デ
ー
ト
映
画
の
上
映
開
始

　

菱
沼
俊
行
77
　
泉
区
将
監

　
元
祖
デ
ー
ト
映
画
と
い
え

ば「
ロ
ー
マ
の
休
日
」で
す
。
制

作
70
周
年
を
迎
え
て
、
新
し

く
４
Ｋ
で
レ
ス
ト
ア（
復
元
）さ

れ
た
あ
の
名
作
が
映
画
館
で

再
び
単
独
上
映
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
公
開
は
１
９
５
４
年
、

１
９
７
０
代
に
は
テ
レ
ビ
で
放

映
さ
れ「
サ
ヨ
ナ
ラ
、
サ
ヨ
ナ
ラ
」

の
名
フ
レ
ー
ズ
と
と
も
に
映
画

評
論
家
・
淀
川
長
治
氏
の
紹
介

で
楽
し
ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
最
初
に
映
画
館
で
見
た
の
は
、

青
春
時
代
。
彼
女
と
の
初
デ
ー

ト
で
観
た
記
憶
が
蘇
り
ま
す
。

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
切
な
い
物
語

に
心
を
奪
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
何

十
回
観
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
青

春
時
代
か
ら
半
世
紀
の
時
が
過

ぎ
た
い
ま
、
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

の
最
高
傑
作
だ
か
ら
女
房
を

誘
っ
て
み
ま
し
た
が
、
暑
い
か

ら
行
か
な
い
と
、
あ
っ
さ
り
…
。

　
さ
て
さ
て
、
誰
と
観
に
行
く

か
考
え
た
結
果
、
現
在
、
青
春

ど
真
ん
中
を
生
き
て
い
る「
孫
」

に
焦
点
を
あ
て
、
ラ
ン
チ
を
餌

に
誘
う
事
に
。
白
黒
で
初
め
て

観
る
映
画
で
す
が
ス
ト
ー
リ
ー

は
大
ま
か
に
説
明
し
て
あ
り
ま

す
の
で
理
解
出
来
る
と
思
い
ま

す
。
焦
る
気
持
ち
を
抑
え
な
が

ら
、
じ
っ
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
図
っ

て
い
ま
す
。
結
果
が
ど
う
な
る

か
は
、
私
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

あ
ら
ら
、
20
代
に
戻
り
ま
し
た

長
谷
川
登
美
75
　
青
葉
区
中
山
吉
成

　
よ
く
夫
に
誘
わ
れ
ま
す
が
、

殆
ど
断
る
こ
と
が
な
い
私
。
今

度
は
、「
第
95
回
全
国
花
火
競
技

大
会
」が
開
催
さ
れ
る
大
曲
へ
の

バ
ス
ツ
ア
ー
。
見
た
こ
と
が
な

く
、
終
始
心
躍
り
ま
し
た
。

　
８
月
26
日
午
前
10
時
、
仙
台

発
の
バ
ス
に
乗
車
。
添
乗
員
か

ら
、
花
火
大
会
の
観
客
が
60
万

人
以
上
と
聞
い
た
だ
け
で
、
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
が
分
か
り
ま

し
た
。
す
る
と
夫
が
、「
迷
子

に
な
る
か
ら
手
を
つ
な
が
な
い

と
い
け
な
い
な
」と
言
う
の
で
、

笑
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

　
大
空
に
舞
う
花
火
は
圧
巻
。

午
後
９
時
30
分
に
最
後
の
花
火

が
打
ち
上
げ
と
な
り
、
夢
の
時

間
か
ら
現
実
に
。
花
火
で
明
る

か
っ
た
場
所
が
真
っ
暗
に
な
り
、

60
万
？
の
人
が
一
斉
に
移
動
。

そ
れ
ぞ
れ
に
持
参
し
た
懐
中
電

灯
が
道
を
照
ら
し
ま
す
。
集
合

の
バ
ス
の
駐
車
場
ま
で
、
歩
い

て
20
〜
30
分
の
移
動
。
方
向
音

痴
の
私
は
、
バ
ス
の
中
で
言
っ

た
言
葉
に
従
い
、
慌
て
て
夫
の

手
に
捕
ま
っ
た
の
で
す
。
あ
ら

ら
、
懐
か
し
く
も
あ
り
、
恥
ず

か
し
い
。
20
代
の
頃
に
戻
っ
た

よ
う
で
す
。

心
が
若
返
る
名
言 

児
玉
　
悟
76
　
青
葉
区
五
橋

　
高
齢
者
の
心
が
若
返
る
？
名

言
を
見
つ
け
ま
し
た
。

①
大
き
い
声
を
出
し
て
、
い
つ

も
元
気
で
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
れ

ば
、
た
い
て
い
の
こ
と
は
う
ま

く
い
く
。
②
体
の
悪
い
と
こ
ろ

を
人
生
か
ら
差
し
引
く
よ
り
、

体
の
い
い
こ
と
を
人
生
に
プ
ラ

ス
し
よ
う
。
③
失
っ
た
も
の
を

数
え
る
な
。
残
っ
た
も
の
を
最

大
限
に
生
か
せ
。
④
命
に
齢
を

加
え
る
の
で
は
な
く
、
あ
な
た

の
歳
に
命
を
加
え
よ
う
。
⑤
薬

を
十
錠
飲
む
よ
り
も
、
心
か
ら

笑
っ
た
ほ
う
が
効
果
あ
る
。

続
き
は「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」で

　
掲
載
し
き
れ
な
か
っ
た
お
手
紙
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

過
去
の
紙
面
や
楽
し
い
川
柳
、
サ
ー
ク

ル
情
報
等
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

船
山
あ
き
こ
96 

多
賀
城
市

中
沢
常
夫
87 

青
葉
区
中
山

鈴
木
昌
子
79 

大
河
原
町

加
藤
俊
雄
76 

富
谷
市
鷹
乃
杜

渡
辺
美
由
紀
65 

青
葉
区
北
根
黒
松

川
添
賢
次
74 

北
九
州
市
小
倉

石
黒
育
子
74 

青
葉
区
中
山
台

庄
司
　
努
73 

太
白
区
夢
眠
あ
お
や
ま

小
野
さ
つ
き
80 

若
林
区
荒
井

関
　
正
勝
81 

青
葉
区
中
江

菊
地
成
人
71 

宮
城
野
区
幸
町

上 村 栄71　太白区夢眠あおやま

阿 部 　 弘81 泉区長命ヶ丘

及川たい子75 岩沼市

菅 　 誠 吾76 太白区西の平

梶
原
幸
子
83 

青
葉
区
東
勝
山

白
鳥
三
代
子
69 

若
林
区
遠
見
塚

鹿
又
和
子
83 

太
白
区
茂
庭

目
黒
い
つ
子
73
　 

泉
区
南
中
山

佐
藤
昭
子
71 

泉
区
明
石
南

吉
家
八
重
子
79 

太
白
区
郡
山



令和 5年 10 月号 （6）笑いは元気の素！　認知症の予防にもシルバー川柳　

こ

　　　　Ｑ1

シ
ル
バー
川
柳

笑
い
あ
り
涙
あ
り

今
月
の
課
題 

推
し
活
・
応
援

勧
め
る
・
希
望
・
夢

投
稿
総
数
２
６
０
通
　
編
集
室
選

　締切 10月10日 （消印有効）※お手紙＆絵手紙も

①
怒
っ
て
い
て
も
笑
顔
で
も
、
一
番
に
誰
よ
り
も
自
分
の
こ
と
を
思
っ
て
く
れ
て
い
た
人
。
感
謝
す
る
ほ
ど
に
伝
わ
っ
て
く
る
温
も
り
、
今
も
。

②
出
来
な
い
こ
と
が
増
え
て
も
、
目
標
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る
姿
に
拍
手
！
　
下
の
句
は
オ
チ
？
　
自
虐
川
柳
と
し
て
も
成
立
し
そ
う
な
一
句
。

③
推
し
て
い
る
人
の
お
か
げ
で
、あ
ら
不
思
議
。秘
密
の
美
容
法
!?
④
衰
え
を
上
手
に
笑
い
に
転
化
。あ
の
世
を
ユ
ー
モ
ア
で
遠
ざ
け
ま
し
ょ
う
。

  

［
秀
作
］

アンケートにもご協力ください。

実り・枯れ葉・たそがれ・秋・口紅

次の課題

※義務では　　
　　ありません。

※投句は課題、自由、
　　どちらでも結構です。

1.食による健康法はありますか？
　①ある（どんなもの？）　②ない

2. 我が家の伝統のレシピは？
　①ある（どんなもの？）　②ない

3. もう食べられないか、食べにくいもので

  もう一度、食べたいものは？
　①ある（どんなもの？）　②ない

［
特
選
］

 仏
壇
の
　中
か
ら
母
の
　応
援
歌
　　南
中
山
　　　　　澤
田
石
廣
道
71

初めての方もご遠慮なく!!
（参加資格：６０歳以上  ・  投句料無料※１人１通迄）

ハガキに５句まで書いてお送り下さい。

氏名は本名で ※ペンネームは原則掲載不可

年齢・住所・電話番号・アンケートの
回答（任意）を明記。※難しい字にはフリガナを

性別が分かりにくいお名前の方は性別もご記入を。

※投稿された川柳の著作権は発行元に帰属します。
　作品に加筆することがあります。
　次点となった過去の作品を掲載することがあります。

【個人情報の取扱について】　読者の皆様の個人情報は当社が責任を持って
管理いたします。尚、プレゼント商品の発送のために、商品提供社へ開示する
ことがございますのでご了承ください。第三者に開示することはございません。

　
青
　葉
　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　ク
ス
ッ
と
笑
わ
せ
る
、
共
感
さ
せ
る

う
ま
い
順
？
　じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
ネ
　年
齢
順
　 

中
　　江 

木
村
鏡
子
67

ひ
と
り
言
　あ
な
た
と
語
る
　夢
の
中
　 

錦
ヶ
丘 

佐
藤
ふ
さ
子
72

皆
が「
へ
ー
」　昔
部
活
は
　応
援
団
　　　　 

昭
和
町 

紙
谷
義
和
73

マ
ン
シ
ョ
ン
？
　一
戸
建
て
に
す
る
？
　墓
選
び 

葉
山
町 

青
木
三
郎
74

穏
や
か
に
　夢
が
背
を
押
す
　八
十
路
前 
川
　　平 

宮
本
　　実
74

時と

き

は

や

て

疾
風
　幕
内
昇
進
　背
中
押
し 
旭
ヶ
丘 

鈴
木
武
志
75

あ
っ
！
放お

な

ら屁
　団
地
静
か
で
　音
消
え
ず
　 

み
や
ぎ
台 

加
藤
信
子
75

エ
ス
コ
ー
ト
　夫
や
さ
し
い
　幸
の
時
　　　　　　　　 

中
山
吉
成 

長
谷
川
登
美
75

間
違
い
を
　全
て
暑
さ
の
　せ
い
に
す
る
　　　 

国
見
ヶ
丘 

叶
　　芳
雄
75

ほ
っ
こ
り
と
　小
さ
な
夢
が
　ま
た
一
つ
　　　 

栗
　　生 
東
　　啓
子
75

Ｏ
Ｂ
の
　す
ご
さ
を
み
せ
た
　甲
子
園
　　 

五
　　橋 

児
玉
　　悟
76

シ
ワ
消
え
て
　足
腰
た
っ
し
ゃ
　夢
よ
ね
ー
　　 

桜
ヶ
丘 

山
本
憲
子
76

夢
は
な
く
　昔
の
こ
と
の
　夢
ば
か
り
　　 

西
花
苑 

林
　　勝
義
78

思
い
っ
き
り
　ス
パ
イ
ス
入
れ
て
　引
き
締
め
る
　　 

中
　　江 

関
　　悦
子
78

路
線
図
と
　敬

パ

ス

老
乗
車
証
が
推
し
て
る
　バ
ス
散
歩
　桜
ヶ
岡
公
園 

高
橋
廣
光
78

世
界
中
　応
援
し
て
る
よ
！
　ウ
ク
ラ
イ
ナ
　 

高
　　松 

神
　　市
子
78

裕
次
郎
　推
し
活
今
も
　夢
に
出
る
　　　 

通
　　町 

阿
部
良
一
79

赴
任
し
た
　新
潟
想
い
　カ
ラ
オ
ケ
す
　　　 

上
　　杉 

村
國
　　誠
79

イ
ケ
メ
ン
の
　Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
に
惚ほ

れ
ぼ
れ々

　胸
キ
ュ
ー
ン 

宮
　　町 

大
和
田
久
美
80

推
ガ
ー
ル
　三
人
娘
の
　世
代
だ
よ
　 

春
日
町 

堀
江
良
彦
80

叶
わ
な
い
　仕
方
な
い
か
ら
　夢
で
咲
く 

小
田
原 

山
田
和
子
80

試
食
品
　美
味
し
い
と
世
辞
　買
わ
さ
れ
る
　 

髙
　　松 

須
田
節
子
80

夫
推
し
　子
推
し
孫
推
し
　自
分
推
す 

霊
屋
下 

岡
本
幸
子
81

フ
ル
コ
ー
ス
　思
い
出
の
味
　古
コ
ー
ス 

桜
ヶ
丘 

峯
田
紀
久
子
81

お
茶
し
よ
う
　乙
女
心
の
　三
ば
あ
ば
　　　 

中
山
吉
成 

村
上
一
枝
81

推
し
合
っ
て
　花
を
ふ
た
た
び
　同
期
会
　　　 

霊
屋
下 

岡
本
宏
正
82

た
だ
一
人
　推
し
て
た
あ
な
た
に
　先
だ
た
れ
　 

旭
ヶ
丘 

本
郷
祐
子
82

庭
い
じ
り
　色
々
咲
い
て
　仏
壇
へ
　 

山
手
町 

難
波
豊
子
82

挨
拶
が
　「
暑
い
で
す
ね
」で
　後
は
な
く
　 

中
山
台 

佐
々
木
克
夫
83

残
せ
る
は
　い
つ
い
つ
ま
で
も
　母
の
愛
　 

東
勝
山 

梶
原
幸
子
83

老
人
マ
ー
ク
　ベ
ス
ト
に
貼
っ
て
　バ
ス
に
乗
る
　 

台
　　原 

中
鉢
紀
雄
83

冷
奴
　冷
た
い
喜
び
　通
過
す
る
　 

向
　　田 

小
笠
原
義
治
83

映
画
見
て
　ガ
ン
マ
ン
の
つ
も
り
　斜
に
構
え 

中
　　江 

岸
田
紀
雄
83

孫
受
験
　お
経
の
後
の
　願
い
ご
と 

小
田
原 

阿
部
清
子
84

皆
老
い
て
　ク
ラ
ブ
活
動
　盆
送
り 

中
山
吉
成 

村
上
重
作
85

あ
あ
昭
和
　熱
く
燃
え
て
た
　ド
ラ
マ
あ
り
　　 

中
山
吉
成 

小
野
幸
子
85

頑
張
っ
た
　育
英
高
に
　涙
す
る 

東
勝
山 

佐
々
木
隆
雄
86

世
の
中
を
　暗
く
し
て
い
る
　プ
ラ
イ
バ
シ
ー 

中
　　山 

中
沢
常
夫
87

高た

か

ね嶺
魚
　煙
の
下
で
　足
止
ま
る
　 

支
倉
町 

芦
立
冨
見
代
87

孫
嫁
ぐ
　空
の
青
さ
は
　日
本
晴
れ
　 

桜
ヶ
丘 

小
林
須
美
89

な
つ
か
し
や
　向
こ
う
三
軒
　両
隣
　 

中
　　江 

木
村
　　忍
90

ス
ー
パ
ー
は
　暑
さ
知
ら
ず
で
　ゆ
っ
く
り
と 

水
の
森 

宇
南
山
礼
子
92

戦
争
で
　夢
も
希
望
も
　飛
ん
で
行
く
　 

落
　　合 

髙
橋
ス
マ
ノ
96

百
歳
の
　飲
ん
べ
い
に
夢
　語
ら
れ
る 

中
　　山 

山
本
敏
行
97

老
い
て
な
お
　密
か
に
疼う

ず

く
　恋
心 

中
　　山 

山
本
敏
行
97

　
太
　白
　区
　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　「
標
語
」っ
ぽ
く
な
ら
な
い
よ
う
に

甲
子
園
　勇
気
と
辛
抱
　教
え
ら
れ 

上
野
山 

大
里
洋
子
69

婆
ち
ゃ
ん
の
　〝
こ
の
前
〟
は
　十
年
前 

鈎
取
本
町 

中
村
勇
子
70

ず
ば
抜
け
た
　応
援
力
に
　負
け
て
２
位 

八
木
山
香
澄
町 

久
保
田
悦
司
70

ぐ
う
た
ら
を
　暑
さ
の
せ
い
に
　し
て
い
ば
る
　　　 

夢
眠
あ
お
や
ま 

上
村
　　栄
70

山
奥
で
　ポ
ツ
ン
の
生
活
　古
希
の
夢 

東
中
田 

平
野
洋
子
71

歳
重
ね
　ビ
ッ
グ
ド
リ
ー
ム
　恋
バ
ナ
よ
　 

八
木
山
香
澄
町 

飛
田
秀
雄
71

あ
り
が
と
う
　夢
と
感
動
　Ｓ仙

台

育

英

・
Ｉ
・
Ｇ
　 

八
木
山
香
澄
町 

飛
田
秀
雄
71

若
返
る
　話
題
は
す
べ
て
　推
し
活
で 

上
野
山 

片
倉
陽
子
72

膝
痛
で
　腰
痛
持
ち
こ
そ
　夢
を
追
う 

長
　　町 

千
葉
洋
子
72

じ
い
ば
あ
は
　い
つ
で
も
頼
れ
る
　ス
ポ
ン
サ
ー 

西
の
平 

日
野
実
千
代
73

夢
は
な
し
　希
望
も
消
え
て
　残
り
欲
　　 

土
手
内 

保
志
　　豊
73

残
さ
れ
た
　人
生
強
く
　今
日
も
夢 

郡
　　山 

佐
佐
木
脩
73

土
俵
上
　お
し
り
押
し
た
し
　郷
土
力
士 

長
　　町 

千
葉
友
幸
74

推
し
活
を
　探
し
続
け
て
　七し

ち

ご五
の
秋
　　 

東
中
田 

田
中
敬
子
75

推
し
ま
す
よ
　海
に
働
く
　全
て
の
人
　　　 

山
田
自
由
ヶ
丘 

熊
谷
み
よ
子
75

介
護
す
る
　父
の
お
な
ら
に
　息
子
耐
え
　 

土
手
内 

佐
藤
優
子
76

夢
み
た
し
　恋
し
い
母
の
　笑
顔
か
な
　 

袋
　　原 

角
田
和
子
76

第
一
に
　孫
に
推
し
活
　二
位
夫 

山
田
北
前
町 

髙
松
光
子
76

嫁
大
事
　応
援
す
れ
ば
　谺

こ
だ
ま

と
な
り 

山
田
北
前
町 

髙
松
光
子
76

日
替
わ
り
で
　独
居
の
友
と
　昼
食
を 

柳
　　生 

及
川
裕
子
76

夢
で
い
い
　初
老
の
亡
夫
　会
え
た
ら
な
　 

芦
の
口 

加
納
恵
子
76

か
な
え
て
も
　破
れ
て
も
　み
な
墓
の
中
　 

長
　　町 

岡
部
ミ
ナ
子
77

飲
み
仲
間
　生
き
る
希
望
に
　酒
が
あ
る
　 

青
　　山 

末
永
　　均
80

人
生
で
　初
め
て
推
し
活
　育
英
球
児
　 

東
中
田 

國
井
頼
子
80

扇
子
持
ち
　フ
レ
ー
フ
レ
ー
と
　孫
達
へ
　 

茂
庭
台 

高
橋
は
つ
ゑ
80

デ
ー
サ
ー
ビ
ス
　老
も
口
だ
け
　達
者
で
す
　 

西
の
平 

山
岸
文
子
80

希
望
の
夢
　レ
ム
睡
眠
で
　叶
え
ら
れ
　 

東
中
田 

三
浦
千
司
81

多
種
類
の
　推
し
活
続
け
　40
年 

鹿
　　野 

伊
藤
悦
子
81

三
姉
妹
　逢
え
て
ハ
グ
し
て
　涙
し
て 

あ
す
と
長
町 

佐
藤
碩
子
81

秋
め
い
て
　ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
の
　似
合
う
午
後 

鹿
　　野 

鹿
野
惠
子
81

イ
ー
グ
ル
ス
　中
継
ぎ
順
を
　考
慮
し
ろ
　 
長
　　町 

加
茂
昭
六
郎
81

麻
酔
覚
め
　ハ
ー
ド
ル
越
え
た
　ま
た
越
え
た
　　 
四
郎
丸 

横
尾
久
美
子
82

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
　
担
ぐ
人
得
て
　飲
み
軍
団 

鹿
　　野 

伊
藤
勝
雄
83

四
つ
ん
這
い
　幼
児
の
頃
を
　思
い
出
す
　 

あ
す
と
長
町 

鈴
木
和
子
83

父
母
あ
り
し
　遠
き
日
々
の
　夢
の
ま
ち 

茂
　　庭 
鹿
又
和
子
83

宝
塚
　夢
見
た
乙
女
　今
施
設 

鹿
　　野 

石
川
美
代
子
83

希
望
　夢
　無
い
か
ら
投
句
　は
げ
ん
で
る
　 

八
本
松 

南
　　雅
子
84

子
の
た
め
に
　応
援
団
長
　請う

け
る
父
　 

緑
ヶ
丘 

佐
々
木
久
義
84

母
の
齢
　越
え
て
も
亡
母
の
　夢
に
泣
く
　 

緑
ヶ
丘 

佐
々
木
久
義
84

派
手
を
真
似
　老
い
て
清
潔
　若
返
る
　 

芦
の
口 

石
山
寅
次
郎
84

熱
帯
夜
　自
分
の
声
で
　目
が
覚
め
る
　 

東
中
田 

菊
地
八
千
代
84

八
月
は
　心
し
て
飲
む
　知ち

ら

ん覧
茶
を 

芦
の
口 

加
藤
宏
子
86

取
り
敢
え
ず
　迎
え
た
日
々
を
　つ
つ
が
な
く
　　 夢
眠
あ
お
や
ま 

千
葉
家
壽
子
86

孫
嫁
と
　亡じ

い

ー夫
が
墓
前
で
　「
は
じ
め
ま
し
て
」　 

東
中
田 

横
尾
千
枝
子
86

ロ
ボ
ッ
ト
さ
ん
　夕
食
片
づ
け
　手
伝
っ
て
！
　 

泉
　　崎 

遠
藤
英
子
86

振
り
向
く
な
　老
い
に
は
老
い
の
　夢
が
あ
る
　 

あ
す
と
長
町 

大
友
寛
子
87

懐
メ
ロ
に
　二
十
歳
の
頃
の
　気
を
も
ら
う
　 

あ
す
と
長
町 

大
友
寛
子
87

百
一
歳
　機
能
訓
練
　励
む
友 

泉
　　崎 

大
友
敏
子
89

聴
力
を
　検
査
で
測
れ
ぬ
　地
獄
耳 

富
沢
南 

扇
　　光
男
90

い
つ
ま
で
も
　長
生
き
し
て
ね
と
　邪
魔
に
さ
れ
　 

茂
庭
台 

菅
野
宏
司
91

ホ
ー
ム
窓
　つ
ば
め
が
恋
の
　宙
返
り
　 

あ
す
と
長
町 

荒
木
　　清
91

最
近
は
　忘
れ
る
よ
り
も
　覚
え
な
い
　　 

あ
す
と
長
町 

天
野
ハ
ル
91

笑
っ
た
ら
　ど
こ
か
に
消
え
た
　い
や
な
事
　　 

あ
す
と
長
町 

天
野
ハ
ル
91

猛
暑
な
の
？
　暑
さ
知
ら
ず
の
　老
ホ
ー
ム
　 

緑
ヶ
丘 

白
取
悦
子
92

脳
検
査
　そ
れ
だ
け
話
せ
ば
　合
格
と 

あ
す
と
長
町 

阿
部
禮
子
92

爺
と
婆
　す
っ
ぴ
ん
パ
チ
ン
コ
　チ
ン
ジ
ャ
ラ
ー
　 

あ
す
と
長
町 

阿
部
禮
子
92

追
い
か
け
し
　夢
ま
た
夢
は
　今
い
ず
こ
　　 

夢
眠
あ
お
や
ま 

菅
井
安
子
92

子
に
未
来
　親
は
来
た
道
　話
し
て
る 

長
　　町 

千
石
　　巌
94

人
来
田
と
　生
出
生
出
と
　呼
ぶ
地
名 

鈎
　　取 

中
村
佐
江
子
94

二
千
万
　な
く
と
も
親
友
　あ
れ
ば
よ
し
　　 

鹿
　　野 

岩
見
弥
生
95

笑
い
じ
わ
　見
せ
じ
と
ポ
ー
ズ
　口
閉
じ
る
　　 

太
長
会
リ
ハ 

久
慈
レ
イ
95

　
宮
　城
　野
　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　み
ん
な
が
思
い
つ
か
な
い
発
想
で

知
り
合
い
の
　若
さ
の
秘
訣
　推
し
活
動
　 

福
　　室 

今
野
早
苗
67

夢
だ
い
じ
　忘
れ
ず
今
日
も
　胸
を
張
る 

大
　　梶 

佐
藤
信
夫
75

頑
張
れ
と
　く
る
く
る
回
る
　風
車
　 

萩
野
町 

齋
藤
由
紀
子
75

夢
を
持
つ
　夢
で
終
わ
り
て
も
　豊
か
な
り 

苦
　　竹 

佐
藤
よ
し
み
75

い
つ
も
な
の
　メ
ガ
ネ
と
ス
マ
ホ
　ど
こ
だ
っ
け 

五
　　輪 

長
谷
川
誠
子
75

黒
帯
に
　な
る
ま
で
押
す
ぞ
　三
孫
よ 

鶴
ヶ
谷
東 

澁
谷
　　堯
76

元
カ
ノ
が
　夢
に
出
　妻
の
　寝
顔
見
る 

鶴
ヶ
谷
東 

澁
谷
　　堯
76

家
事
早
め
　テ
レ
ビ
楽
し
み
　応
援
す
　 

燕
　　沢 

佐
藤
敏
子
78

一
病
で
　息
災
　趣
味
の
　輪
を
広
げ
　　　　 

宮
千
代 

結
城
勝
子
79

応
援
も
　孫
に
し
て
み
り
ゃ
　重
荷
な
る
　 

鶴
ヶ
谷
北 

加
藤
　　襄
79

気
づ
い
た
の
　幸
せ
だ
っ
た
　あ
の
頃
を
　 

田
子
西 

安
藤
恵
子
79

暑
さ
か
ら
　形
つ
く
れ
ぬ
　生
ク
リ
ー
ム 

高
　　砂 

鴫
原
秀
夫
80

脳
不
足
　補
う
も
の
を
　買
い
あ
さ
り 

鶴
ヶ
谷 

菊
地
カ
ツ
子
80

純
烈
の
　追
っ
か
け
や
り
た
い
　杖
　共
に 

鶴
ヶ
谷 

上
村
つ
や
子
80

誕
生
祝
い
　純
烈
写
真
を
　デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

鶴
ヶ
谷 

上
村
つ
や
子
80

御
飯
よ
と
　や
さ
し
い
嫁
に
　呼
ば
れ
た
い 

鶴
ヶ
谷 

鈴
木
文
子
81

夢
の
兄
　ゲ
ー
ト
ル
巻
い
て
　破
れ
靴
　　 

東
仙
台 

勝
又
千
恵
子
82

八
十
路
過
ぎ
　毎
日
お
ま
け
　食
べ
て
寝
る 

榴
　　岡 

新
田
み
ち
子
82

明
日
も
の
　ふ
た
り
寄
り
添
い
　推
し
活
で
　 

鶴
ヶ
谷 

菅
原
角
一
83

今
ど
き
の
　ア
イ
ド
ル
と
や
ら
に
　孫
重
ね 

鶴
ヶ
谷 

岡
本
頴
子
83

仏
壇
は
　ブ
ツ
ブ
ツ
小
言
を
　云
う
所
　 

岩
　　切 

村
上
泰
子
83

楽
天
の
　Ｃ
Ｓ
信
じ
て
　応
援
す
　 

大
　　梶 

新
井
和
子
84

明
け
た
朝
　今
日
も
聞
け
る
　妻
の
声
　 

安
養
寺 

今
野
二
男
84

あ
り
が
た
や
　昔
の
倍
の
　長
生
き
に
　　 

苦
　　竹 

吉
田
征
四
郎
84

須
江
語
録
　何
度
聴
い
て
も
　胸
に
キ
ュ
ン
！ 

榴
　　岡 

西
川
宜
孝
85

推
し
活
に
　夢
中
の
老つ

ま妻
が
　う
ら
や
ま
し
　　 

福
　　室 

阿
部
栄
一
85

父
ち
ゃ
ん
と
　花
材
を
取
り
に
　河
原
ま
で 

鶴
ヶ
谷 

金
田
綾
子
86

ダ
ム
反
対
　通
し
た
村
の
　水
を
買
い 

原
　　町 

今
部
治
朗
86

バ
ラ
ラ
イ
カ
　皆
出
席
で
　支
援
す
る 

原
　　町 

今
部
治
朗
86

う
れ
し
日
よ
　思
い
が
け
ず
に
　来
た
便
り 

二
の
森 

石
川
勢
津
子
86

応
援
は
　選
挙
応
援
　し
か
知
ら
ず
　　 

苦
　　竹 

太
田
一
義
86

大
好
き
な
　ス
ヌ
ー
ピ
ー
グ
ッ
ズ
　家
中
に
　 

鶴
ヶ
谷 

村
井
冨
美
子
87

バ
イ
キ
ン
グ
　箸
よ
り
細
い
　蟹
の
足
　　　 

幸
　　町 

齋
藤
美
江
89

戦
争
も
　赤
軍
も
知
ら
ず
　推
し
活
す 

清
水
沼 

浜
野
享
吾
89

Ｏ
Ｈ
！
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｉ
さ
ん
　Ｏ
Ｈ
！
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｉ
さ
ん
で
　飽
き
飽
き
し 

大
　　梶 

上
杉
義
弘
92

　
若
　林
　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　「
五
・
七
・
五
」の
リ
ズ
ム
を
目
指
す

い
つ
だ
っ
て
　ハ
イ
と
い
う
妻
　そ
れ
は
夢 

五
十
人
町 

大
森
　　晃
66

叶
う
な
ら
　貧
乏
不
自
由
　昭
和
が
良
い 

南
石
切
町 

東
海
林
芳
男
68
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《
ち
ば
編
集
長
よ
り
》

▼
墓
じ
ま
い
に
悩
ん
で
い
る
方
が
多
い
よ
う

で
す
。
出
演
中
の
ラ
ジ
オ
で
墓
じ
ま
い
の
こ

と
を
お
話
し
し
た
ら
、
リ
ス
ナ
ー
の
方
か
ら

「
寺
の
指
定
業
者
の
見
積
り
が
高
す
ぎ
て
困
っ

て
い
る
」と
い
っ
た
ご
相
談
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
や
言
い
分
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
年
金
生
活
者
に
と
っ
て
は
痛

い
出
費
で
す
。
そ
の
墓
じ
ま
い
に
つ
い
て
は
、

妙
蓮
寺
の
ご
住
職
に
も
解
説
し
て
い
た
だ
い

て
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い（
５
面
）。

▼
特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
を
！
　
宮
城
県
で
の

ジ
イ
ち
ゃ
ん
の
　推
し
活
　可
愛
い
　孫
二
人 

南
石
切
町 

東
海
林
芳
男
68

ペ
ン
ラ
イ
ト
　握
り
手
を
振
る
　私
で
す 

遠
見
塚 

白
鳥
三
代
子
69

プ
ラ
イ
ド
は
　僅
か
に
在
り
て
　背
筋
伸
び 

南
小
泉 

文
屋
文
江
70

こ
れ
か
ら
よ
！
　潜
在
能
力
　探
し
て
る 

南
小
泉 

文
屋
文
江
70

大
相
撲
　見
る
気
に
さ
せ
る
　時と

き

は

や

て

疾
風 

荒
井
東 

遠
藤
洋
子
72

添
い
遂
げ
て
　小
言
も
情

じ
ょ
う

の
　う
ら
返
し 

上
飯
田 

佐
藤
則
子
72

変
わ
る
か
な
？
　信
じ
て
待
っ
て
　半
世
紀 

上
飯
田 

鈴
木
ひ
ろ
子
72

片
思
い
　最
後
の
恋
は
　ベ
ガ
の
テ
ル 

河
原
町 

木
村
尚
美
72

離
れ
て
も
　遠
く
に
い
て
も
　孫
エ
ー
ル
　 

遠
見
塚 

石
垣
友
秀
74

見
え
な
い
が
　心
通
じ
る
　友
の
声
　 

若
　　林 

井
上
正
子
75

鍬
を
持
つ
　定
年
後
の
夢
　動
き
出
す
　　 

沖
　　野 

秋
葉
秀
雄
76

推
し
活
を
　す
る
娘
に
推
し
活
　留
守
番
で
　 

荒
　　井 

清
野
聡
子
80

負
け
た
の
に
　白
い
歯
見
せ
て
　し
び
れ
さ
せ 

若
　　林 

小
野
さ
つ
き
80

息
止
め
る
　バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
　孫
応
援 

文
化
町 

佐
藤
洋
子
80

こ
の
暑
さ
　ち
ょ
ん
ま
げ
ヘ
ア
が
　マ
イ
ブ
ー
ム 

若
　　林 

佐
藤
紀
子
83

髪
染
め
て
　婆
も
一
生
　女
で
す 

若
　　林 

柏
崎
英
子
83

嵐
呼
ぶ
　ス
タ
イ
ル
抜
群
　裕
次
郎
　 
文
化
町 

佐
藤
哲
造
84

老
い
て
こ
そ
　友
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
　密
に
し
よ
　 

霞
　　目 

阿
部
サ
ダ
子
84

修
学
の
　孫
に
は
な
む
け
　友
も
て
と
　　 

沖
　　野 

矢
口
敬
治
85

鼾
か
ら
　考
え
ら
れ
ぬ
　気
の
弱
さ
　 

荒
井
南 

渡
辺
勝
江
85

飲
み
会
だ
！
　腸
に
聞
い
て
ね
と
　妻
一
言
　 

六
丁
の
目 
久
光
哲
朗
86

年
寄
が
　年
寄
応
援
　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　 

か
す
み
町 

専
徒
直
子
86

一
場
の
　夢
の
よ
う
に
思
う
　墓
参
り
　　 

沖
　　野 

林
　　忠
夫
86

日
が
落
ち
て
　風
に
押
さ
れ
て
　買
い
出
し
に
　　 

文
化
町 

齊
藤
ユ
リ
子
86

ゆ
っ
く
り
と
　老
い
の
人
生
　長の

ど

か閑
な
り
　 

荒
井
東 

庄
司
宗
吉
88

朝
夕
に
　遺
影
と
語
る
　嬉
し
事 

南
小
泉 

山
岡
京
子
89

夢
叶
う
　ト
ロ
フ
ィ
ー
三
個
　身
を
守
る
　 

文
化
町 

高
橋
知
杏
94

ま
っ
す
ぐ
に
　生
き
て
る
人
を
　じ
っ
と
見
る
　 

大
和
町 

志
鎌
清
治
97

　
泉
　　　　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　言
葉
を
吟
味
し
、
作
品
に
キ
レ
味
を

い
つ
か
ら
か
　夢
と
希
望
を
　語
ら
ず
に 

桂 

清
川
悦
嗣
61

投
票
日
　「
推
し
」が
い
な
く
て
　迷
う
朝 

北
中
山 

今
野
弥
生
67

人
生
の
　狂
言
回
し
　夢
・
希
望 

長
命
ヶ
丘 

阿
部
律
子
71

推
し
が
又
　増
え
て
華
や
ぐ
　ダ
イ
ア
リ
ー 

明
石
南 

佐
藤
昭
子
71

夫
留
守
　自
分
時
間
を
　有
効
に
　 

向
陽
台 

髙
橋
え
み
子
72

毎
日
の
　街
歩
き
に
て
　感
激
を 

八
乙
女 

粕
谷
泰
功
72

朝
顔
に
　秋
ま
で
咲
い
て
と
　応
援
し 

南
中
山 

堀
江
喜
代
彦
75

畑
仕
事
　熱
中
症
怖
く
　草
だ
ら
け
　 

将
　　監 

阿
部
昌
道
76

あ
ほ
毛
で
も
　生
え
て
ほ
し
い
と
　今
更
に
　　 

将
　　監 

菱
沼
俊
行
77

喜
寿
記
念
　気
ま
ま
に
夢
の
　ひ
と
り
旅 

長
命
ヶ
丘 

二
階
堂
喜
久
子
77

ポ
ー
ズ
決
め
　ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
に
　な
っ
た
孫 

泉
ヶ
丘 

小
林
　　功
79

憧
れ
の
　無
職
の
生
活
　謳
歌
す
る 

泉
ヶ
丘 

小
林
　　功
79

や
っ
と
乗
り
　降
り
た
ら
迷
子
　老
い
を
知
る 

友
愛
町 

浅
利
桂
子
79

爺
次
第
　機
嫌
よ
け
れ
ば
　愛
し
ま
す
　 

黒
　　松 

及
川
光
子
79

甘
々
に
　孫
へ
の
推
し
活
　親
睨
む
　 

将
　　監 

三
枝
正
彦
80

楽
天
の
　上
段
席
は
　命
掛
け
　 

歩
坂
町 

今
野
美
智
子
80

人
生
の
　ゴ
ー
ル
は
な
し
と
　長
寿
夢
　　 

北
中
山 

小
野
邦
子
80

婆
の
夢
　孫
に
し
た
い
な
　大
谷
君
　　 

将
　　監 

庄
子
春
吉
81

同
級
生
　俺
を
見
捨
て
て
　何
処
へ
行
く
　 

長
命
ヶ
丘 

阿
部
　　弘
81

亡
き
人
の
　靴
音
こ
と
り
　お
帰
り
い
　 

友
愛
町 

小
向
芙
美
子
82

大
谷
も
　羽
生
も
東
北
　出
身
さ
　 

友
愛
町 

田
村
蒸
治
82

痛
い
け
ど
　み
ん
な
や
さ
し
い
　入
院
中 

加
　　茂 

佐
藤
ツ
ネ
子
83

満
票
だ
　バ
バ
は
我
が
家
の
　Ｍ
Ｖ
Ｐ
　　 

友
愛
町 

浅
利
勝
志
83

皆
元
気
　そ
れ
が
私
の
　指
定
席
　 

将
　　監 

佐
藤
紀
子
83

身
に
し
み
る
　声
か
け
一
つ
　老
の
春
　 

黒
　　松 

津
島
洋
子
84

孫
達
と
　元
気
と
希
望
の
　ハ
イ
タ
ッ
チ
　 

将
　　監 

植
野
榮
子
84

お
じ
い
ち
ゃ
ん
　夢
あ
る
話
　た
ま
に
し
て 

南
光
台 

山
口
俊
彦
85

ま
た
行
き
た
い
　バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
　露
天
風
呂 

将
　　監 

大
場
　　敬
85

夢
叶
う
　冥
土
の
み
や
げ
　五
能
線 

虹
の
丘 

渡
邊
美
奈
子
86

猛
暑
日
で
　夕
ぐ
れ
散
歩
　に
ぎ
や
か
に 

虹
の
丘 

渡
邊
美
奈
子
86

も
う
一
度
　髪
を
伸
ば
し
て
　縦
ロ
ー
ル
　 

友
愛
町 

鈴
木
洋
子
86

夢
も
と
う
　夢
で
終
わ
っ
て
も
　楽
し
い
よ
　 

南
光
台 

菅
井
栄
子
86

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
　年
金
暮
ら
し
は
　見
放
題
　　 

旭
丘
堤 

熱
海
三
枝
子
88

婆
卒
寿
　歳
に
卒
業
　な
い
筈
だ 

虹
の
丘 

塚
本
洋
子
90

さ
し
色
を
　ピ
ン
ク
で
決
め
て
　若
や
か
に
　 

泉
中
央 

斉
藤
恵
美
子
96

目
が
合
っ
て
　介
護
さ
れ
る
身
　チ
ョ
ッ
ト
忘
れ
　 

泉
中
央 

斉
藤
恵
美
子
96

ほ
っ
こ
り
と
　ダ
ン
デ
ィ
握
手
に
　胸
が
キ
ュ
ン 

南
光
台 

成
田
淑
子
　　

　
宮
城
県（
仙
台
市
を
除
く
）　　　
川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　少
し
時
間
を
置
い
て
か
ら
修
正
す
る

散
歩
中
　野
球
部
ノ
ッ
ク
　応
援
し 

多
賀
城
市 

伊
藤
由
美
子
63

孫
た
ち
に
　ア
ド
レ
ス
聴
か
れ
　困
る
ジ
ジ
　　　 

ひ
ま
わ
り
デ
イ 

佐
藤
清
一
65

友
和
に
　百
恵
奪
わ
れ
　ま
だ
未
婚 

塩
釜
市 

佐
藤
勝
美
66

過
ぎ
去
っ
た
　事
を
グ
ダ
グ
ダ
　も
う
言
わ
ぬ 

塩
釜
市 

髙
橋
永
喜
68

血
圧
計
　そ
ば
に
置
き
つ
つ
　バ
ス
ケ
見
る 

大
崎
市 

阿
部
澄
江
69

誘
っ
て
よ
　団
扇
揺
ら
し
て
　叫
び
た
い 

大
崎
市 

堀
越
由
紀
子
69

甲
子
園
　応
援
団
の
　数
に
負
け 

富
谷
市 

松
元
ゆ
り
子
70

ガ
ン
バ
レ
ば
　Ｃ
Ｓ
見
え
て
来
た
　イ
ー
グ
ル
ス 

ひ
ま
わ
り
デ
イ 

千
葉
幸
規
71

サ
プ
リ
メ
ン
ト
　推
し
活
し
て
る
　長
寿
国 

白
石
市 

星
　　　　明
74

草
を
取
る
　元
気
は
ラ
ジ
オ
の
　推
し
の
歌 

大
衡
村 

瀬
戸
睦
子
75

推
し
活
の
　韓
ド
ラ
ビ
デ
オ
で
　二
度
見
す
る 

岩
沼
市 

及
川
た
い
子
75

イ
ケ
メ
ン
の
　お
っ
か
け
未
だ
　や
め
ら
れ
ぬ
　　 

富
谷
市 

鈴
木
宏
子
76

お
互
い
の
　見
舞
も
絶
え
る
　猛
暑
か
な
　　 

多
賀
城
市 

菅
野
孝
司
76

食
欲
な
い
　動
け
ば
出
る
と
　庭
ほ
う
き 

富
谷
市 

菅
原
育
子
76

赤
と
ん
ぼ
　あ
の
日
の
私
　つ
れ
て
き
た
　　　 

岩
沼
市 

小
野
寺
み
つ
子
76

検
査
し
て
　悪
い
と
こ
な
し
　お
か
し
い
な 
村
田
町 

小
関
美
枝
子
78

希
望
も
ち
　質
素
に
な
れ
て
　も
う
傘
寿 
大
河
原
町 

鈴
木
昌
子
79

敬
老
の
　祝
い
お
届
け
　う
れ
し
役 

多
賀
城
市 

佐
々
木
眞
智
子
79

夢
で
い
い
　ど
っ
ぷ
り
温
泉
　浸
り
た
い
　　　 

ひ
ま
わ
り
デ
イ 

佐
藤
京
子
80

孫
に
風
呂
　入
れ
て
も
ら
え
て
　う
れ
し
い
ネ
　 

ひ
ま
わ
り
デ
イ 
佐
藤
京
子
80

妻
か
ら
の
　特
別
お
や
つ
に
　水す

い

み

つ

と

密
桃
　　　 

ひ
ま
わ
り
デ
イ 
三
浦
敏
郎
82

明
日
あ
り
と
　生
き
る
孫
等
が
　羨
ま
し 

村
田
町 

小
関
　　恭
83

後
輩
の
　安
住
ア
ナ
見
に
　目
覚
ま
し
を
　　 

名
取
市 

坂
部
宏
子
83

宮
城
か
ら
　世
界
に
誇
る
　ナ
ノ
テ
ラ
ス 

富
谷
市 

髙
橋
義
雄
85

送
り
迎
え
　夢
と
希
望
の
　デ
イ
サ
ー
ビ
ス
　　　 

ひ
ま
わ
り
デ
イ 

梅
田
真
繁
86

川
柳
で
　聞
い
て
下
さ
い
　老
の
グ
チ
　　　 

ひ
ま
わ
り
デ
イ 

梅
田
真
繁
86

盲
導
犬
　代
わ
り
の
孫
に
　弾
む
爺 

富
谷
市 

門
馬
　　旭
89

あ
な
た
な
の
　自
分
の
声
に
　目
が
覚
め
た
　 

大
和
町 

佐
藤
直
子
90

歩
き
た
い
　自
分
の
足
で
　リ
ハ
の
夢
　 

大
衡
村 

氏
家
二
郎
90

歩
け
な
い
　見
え
な
い
　さ
れ
ど
　幸
さ
が
す
　 

富
谷
市 

生
出
貞
子
92

片
便
り
　病
め
る
友
へ
と
　絵
手
紙
を
　　　 

多
賀
城
市 

船
山
あ
き
こ
96

　
宮
城
県
以
外
　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　作
品
に
課
題
の
言
葉
を
入
れ
な
い
工
夫
を

不
眠
症
　医
者
は
き
っ
ぱ
り
　昼
寝
る
な 

東
京
都 

古
宮
孝
一
63

ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
　歩
く
園
児
に
　追
い
抜
か
れ
　　 

大
阪
市 

東
村
雅
夫
65

爺
さ
ん
の
　歯
に
や
さ
し
く
と
　煮
込
む
音
　　 

広
島
県
福
山
市 

南
田
順
子
66

ワ
ン
ニ
ャ
ン
に
　飼
わ
れ
て
る
よ
な
　気
が
し
ま
す
　 

茨
城
県
古
河
市 

櫻
井
康
雄
69

妻
捨
て
ず
　俺
捨
て
ら
れ
ず
　無
事
金
婚 

長
崎
市 

中
田
利
幸
70

こ
の
人
生
に
　ノ
ー
ク
レ
ー
ム
　ノ
ー
リ
タ
ー
ン
　 

岡
山
県
岡
山
市  

波
多
野
旬
子
71

何
取
り
に
　冷
蔵
庫
前
　立
ち
尽
く
す 

つ
く
ば
み
ら
い
市 

桜
井
て
い
子
72

ラ
イ
ン
慣
れ
　生
の
電
話
が
　億
劫
に 

千
葉
県
印
西
市 

山
田
　　明
72

禿
げ
て
か
ら
　禿
げ
ぬ
男
が
　憎
く
な
り 

千
葉
県
印
西
市 

山
田
　　明
72

お
中
元
　ご
め
ん
今
年
も
　横
流
し
　 

北
九
州
市 

川
添
雅
子
74

痴
話
喧
嘩
　夢
ん
中
ま
で
　持
ち
込
ま
れ 

北
九
州
市 

川
添
賢
次
74

ア
ル
プ
ス
で
　聖
地
揺
る
が
す
　応
援
歌 

東
京
都 

藤
田
　　孝
76

タ
ダ
で
呼
ぶ
　コ
ン
サ
ー
ト
に
は
　義
理
の
山 

静
岡
県
焼
津
市 

島
田
順
子
79

恐
く
せ
ず
　痛
く
し
な
い
で
　迎
え
て
ね 

静
岡
県
焼
津
市 

島
田
順
子
79

目
が
覚
め
た
　こ
こ
は
地
球
か
　極
楽
か
　　 

小
樽
市 

斉
藤
勝
昭
80

爺
ち
ゃ
ん
も
　毛
と
歯
は
ま
だ
か
と
　孫
が
聞
く
　 

愛
知
県
豊
橋
市 

小
久
保
継
82

愛
し
て
る
　言
っ
た
途
端
に
　仕
事
増
え
　 

カ
ナ
ダ 

ト
ロ
ン
ト 

狩
野
牧
男
84

い
い
夫
　今
で
は
ど
う
で
も
　い
い
夫 

カ
ナ
ダ 

ト
ロ
ン
ト 

狩
野
や
す
子
84

孫
の
手
に
　線
香
花
火
　こ
わ
ご
わ
と 

大
阪
府
茨
木
市 

大
須
賀
博
90

多
忙
で
す  

然
し
笑
顔
の  

看
護
師
さ
ん 

大
阪
府
豊
中
市 

吉
田
千
秋
92

特
殊
詐
欺
の
被
害
額
が
８
月
末
ま

で
に
５
億
円
を
超
え
、
昨
年
１
年

間
の
被
害
額
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
非
常
事
態
で
す
！
　
連
載
中

の『
防
災
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
』、
ご
参
考
に

な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
▼
お
手
紙

欄
、
白
鵬
の
写
真
に
は
ビ
ッ
ク
リ
。

カ
ナ
ダ
か
ら
の
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス

で
す
ね
。
狩
野
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
▼
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
安

住
紳
一
郎
ア
ナ
を
川
柳
の
ネ
タ
に

さ
れ
た
坂
部
宏
子
さ
ん
。
坂
部
さ

☎022-398-5891

ハンドケアセラピストである介護福祉士が
定期的にご自宅まで訪問。
健康寿命、認知症予防は手を動かすことから。
お話相手をしながら、手の運動、手のケアをします。
3,300円から、高齢者の生活を見守ります。

いと見守りサービス

太白区袋原字内手4-11
いと

ん
の
母
校（
帯
広
の
柏
葉
高
校
）の

卒
業
生
に
は
、
中
島
み
ゆ
き
、
吉

田
美
和（
ド
リ
カ
ム
）も
。
す
ご
い
。

▼
ス
マ
ノ
さ
ん
か
ら「
誰
か
さ
ん

は
白
い
足
が
見
た
い
の
で
す
か
？

写
真
あ
り
ま
す
」と
の
こ
と（
笑
）。

（
何
の
こ
と
か
分
か
ら
な
い
方
は
、
先

月
号
の
お
手
紙
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

▼
構
想
段
階
で
す
が
、「
作
句
者

の
皆
さ
ん
に
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て

い
た
だ
き
、
入
選
句
を
読
み
あ
げ

て
い
た
だ
く
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が

出
来
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご

意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。



令和 5年 10 月号[仙台圏で月末に発行]

防犯・詐欺・悪質商法等に

関する相談もお気軽に！

県警県警のの相談専用電話相談専用電話

　☎（266）9110
　♯9110（プッシュホン回線の場合）

取材協力：宮城県警生活安全企画課

件　数

前年比

被害金額

前年比

２１６

約５億６００万

－５

＋１億５，３９６

件

万円

件

万円

県内の特殊詐欺件数
 令和5年8月末

●
新
聞
広
告
や
テ
レ
ビ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
電
話

注
文
時
に
、
別
の
商
品
や
サ
ン
プ
ル
等
を
勧
め

ら
れ
、
そ
ち
ら
が
主
契
約
の
定
期
購
入
に
な
っ

て
い
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
注
文
品
以
外
の
も
の
を
勧
め
ら
れ
た
ら
、

興
味
が
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
り
、
興
味
を

持
っ
た
場
合
も
、
定
期
購
入
に
な
っ
て
い
な

い
か
等
の
詳
細
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
特
定
商
取
引
法
が
改
正
さ
れ
、
注
文
時
に

広
告
に
載
っ
て
い
な
い
商
品
を
不
意
打
ち
的

に
勧
誘
さ
れ
た
場
合
は
、
申
込
み
の
撤
回
や

契
約
の
解
除（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
）を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
書

面
を
受
け
取
っ
た
日
か

ら
８
日
間
以
内
）

●
困
っ
た
と
き
は
、
お

早
め
に
仙
台
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

　
新
聞
の
折
込
広
告
で

通
常
の
半
額
の「
拡
大

鏡
」
を
見
つ
け
、
販
売

業
者
に
注
文
の
電
話
を
し
た
。
そ
の

際「
目
に
良
い
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
サ
ン

プ
ル
を
送
る
」と
言
わ
れ
た
。
後
日
拡

大
鏡
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
届
い
た
が
、

同
封
の「
明
細
書
兼
請
求
書
」
に
は
、

拡
大
鏡
が「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」、
サ
プ
リ

メ
ン
ト
が
約
３
千
円
と
記
載
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
後
２
カ
月
連
続
、
同
じ

サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
届
い
た
の
で
、
お

か
し
い
と
思
い「
明
細
書
兼
請
求
書
」

を
改
め
て
確
認
す
る
と「
１
年
定
期
」

と
記
載
が
あ
っ
た
。「
定
期
購
入
」を

注
文
し
た
覚
え
は
な
い
。
　（
80
歳
代
）

☎（268）7867

所 在 地／ 141ビル（三越定禅寺通り館）５Ｆ

な や む な

い や や

ＦＡＸ （268）8309

一人で悩まず、早めに相談を…

（または、局番なし「１８８」）

仙台市消費生活センター

サ
ン
プ
ル
の
は
ず
が
、
意
図
せ
ぬ
定
期
購
入
に

相
談
事
例

相
談
事
例

仙
台
三
越
で
相
続
サ
ロ
ン
開
催
中

相
続
発
生
し
て
い
る
方 

60
分
相
談
無
料

　０
１
２
０
（
９
５
７
）
３
３
９

仙
台
相
続
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

相
続
専
門
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

相
談
者
　
お
墓
の
建
立
費
用
は

だ
れ
が
負
担
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
被
相
続
人
の
預
金
か
ら
支

払
い
た
い
の
で
す
が
。 

佐
藤
　
相
続
人
全
員
か
ら
同

意
を
得
ら
れ
る
と
き
は
、
被
相

続
人
の
預
金
か
ら
支
払
っ
て
も

構
い
ま
せ
ん
。
相
続
人
の
同
意

が
得
ら
れ
な
い
と
き
は
、
墓
守

す
る
方
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

相
談
者
　
も
し
、
遺
産
分
割
協

議
に
よ
り
預
金
は
等
分
す
る
こ

と
に
決
ま
っ
た
と
き
は
、
墓
守

を
す
る
私
は
、
お
墓
に
か
か
る
費

用
の
金
額
分
は
、
実
質
的
な
受
取

額
が
少
な
く
な
る
わ
け
で
す
ね
。

佐
藤
　
墓
守
を
す
る
方
が
財

産
を
多
く
受
け
取
れ
る
と
い
う

法
律
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

財
産
を
平
等
に
分
け
る
法
律
は

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
財
産

は
平
等
、
義
務
は
不
平
等
に
な

る
こ
と
は
良
く
起
こ
り
ま
す
。

相
談
者
　
ど
う
し
た
ら
良
い
の

で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
　
相
続
が
発
生
し
て
い

る
状
態
で
は
、
打
ち
手
は
あ
り

ま
せ
ん
。
他
の
相
続
人
に
対
し

て
、
被
相
続
人
の
預
金
か
ら
お

墓
に
か
か
る
費
用
を
差
し
引
い

た
金
額
を
分
配
し
た
い
と
、
嘆

願
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

相
談
者
　
ど
こ
か
で
妥
協
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
ね
。

佐
藤
　
最
近
は
、
権
利
の
み

を
請
求
す
る
方
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
ご
相
談
者

様
の
よ
う
に
不
満
が
発
生
し
ま

す
。
発
展
す
る
と
絶
縁
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
ら

な
い
た
め
に
は
、
次
の
方
法
を

是
非
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

活終
通信
第39回

代
表
税
理
士

行
政
書
士

（
　　　　　　　  

）

仙
台
相
続
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長
　　佐
藤
智
春

①
先
に
お
墓
を
建
立
す
る
。
　

②
遺
言
書
を
作
成
す
る
。
　

③
死
亡
保
険
金
の
受
取
人
を

　
墓
守
す
る
方
に
指
定
す
る
。
　

④
墓
守
す
る
方
に
、
現
金
を

　
生
前
贈
与
す
る
。

　
税
理
士
と
し
て
の
立
場
で

は
、
①
は
、
特
に
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。
相
続
発
生
後
に
お
墓

の
建
立
を
し
た
と
し
て
も
、
相

続
税
が
減
額
す
る
効
果
は
あ
り

ま
せ
ん
。
相
続
前
に
お
墓
を
建

立
し
て
い
れ
ば
、
預
金
が
消
費

さ
れ
て
い
る
た
め
相
続
税
の
減

額
効
果
が
あ
り
ま
す
。

墓
の
費
用
は
墓
守
が
負
担
？
節
税
効
果
は
？

メインスローガン：「みんなでつくろう安心の街」

サブスローガン：「みんなの『みやぎ』安全安心まちづくり」

主催：公益社団法人宮城県防犯協会連合会、宮城県、宮城県警察

　令和５年10月11日（水）から10月20日（金）までの間、宮城

県内で「令和５年全国地域安全運動」を実施します。

　この運動は、全国で同時に実施され、地域住民や事業者、

自治体、防犯協会、防犯ボランティア団体等が行う自主防犯

活動を促進し、安全安心を実感できる社会を実現していくた

めの運動です。地域安全運動期間中には、警察や防犯ボラン

ティア団体等が防犯キャンペーン等を実施致しますので、こ

の運動をきっかけに防犯に関心を持って頂ければと思います。

　　10月中、県内のコンビニエンスストアにおいて

　　　　　　　　　　　「声掛け強化月間」を実施します。

　電子マネーカードを購入されるお客様に、声掛けをさせて

頂きます。ご理解とご協力をよろしくお願いします。

令和５年全国地域安全運動の実施

自
分
史
の
上
手
な
書
き
方

質
問
　
私
も
い
つ
か
自
分
史

を
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
た
時
に
、
知
人
か
ら
自

分
史
の
本
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
実
際
、
何
か
ら
始
め
て

い
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

小
泉
　
ま
ず
は
、
生
ま
れ
た

年
か
ら
の
出
来
事
を
年
表
に

ま
と
め
ま
す
。
そ
の
時
、
ア

ル
バ
ム
、
日
記
、
履
歴
書
と

い
っ
た
個
人
的
な
資
料
が
あ

る
と
書
き
込
み
や
す
い
で
す
。

ま
た
、
客
観
的
な
時
代
背
景

と
し
て
日
本
の
時
事
年
表
も

あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
次
に
、
時
期
ご
と
に
起
き
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
い
く
つ
も
ま
と

め
て
い
き
ま
す
。
箇
条
書
き
程

度
の
文
章
で
構
い
ま
せ
ん
。
優

先
順
位
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。

1010
万
円
か
ら
で
き
る

万
円
か
ら
で
き
る

「
自
分
史
」

「
自
分
史
」  

新
登
場

新
登
場
! !! !

き
め
細
か
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
で
、

聞
き
書
き
代
筆
も
致
し
ま
す
。

「
自
分
史
入
門
講
座
」

毎
月 

第
２
土
曜
日
に
開
講
中
！

((

有有))

小
泉
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

小
泉
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

☎
０
２
２（
２
６
２
）７
９
１
５

質
問
　
ど
ん
な
目
的
で
自
分

史
を
書
く
の
で
す
か
？

回
答
　
家
族
の
ル
ー
ツ
や
家

系
図
を
調
査
し
自
分
史
に
記

す
こ
と
で
、
子
か
ら
孫
へ
代

を
つ
な
げ
て
生
き
た
証
を
残

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
れ
ば
か
り
か
、
親
や
祖

父
母
の
人
と
な
り
や
自
分
自

身
の
生
き
方
が
、
心
の
こ
も
っ

た
具
体
的
な
出
来
事
と
し
て

家
族
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

自分史入門

自
分
史
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　　小
泉
知
加
子

　「
泊
ま
り
は
難
し
い
け
ど
、

美
味
し
い
物
を
食
べ
る
贅
沢

は
楽
し
み
た
い
！
」
と
い
っ

た
ご
要
望
を
お
持
ち
の
ご
年

配
が
多
い
と
聞
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
お
勧
め
し
た
い
の

が
、
伊
達
家
の
邸
宅
で
あ
っ

た
鍾
景
閣
で
の
御
食
事
。
昭

和
22
年
に
昭
和
天
皇
が
御

泊
所
と
さ
れ
、
平
成
９
年
に

は
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
御

休
憩
座
所
と
も
な
っ
た
建
物
。

職
人
の
技
と
選
り
す
ぐ
り
の

食
材
に
よ
る
伝
統
の『
仙
台
箪

笥
料
理
』や
コ
ー
ス
料
理
等
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
味
の
金
魂
グ
ル
ー

プ
で
は
、
法
事
・
法
要
の
折

詰
料
理
も
人
気
と
な
っ
て
い

て
、
配
達
も
し
て
く
れ
ま
す
。

昭
和
天
皇
が
宿
泊
さ
れ
た
建
物
で
御
食
事
を

集
い
の
席
、
敬
老
祝
い
、
ご
法
事
等
に

仙
台
箪
笥
料
理
　
旧
伊
達
伯
爵
邸
　
鍾し

ょ
う
け
い
か
く

景
閣

特別な一食

ランチ限定メニュー『四季彩の膳』

内容が変更になることがございます。

太白区茂庭字人来田西143-3
　 0120-085-077（鍾景閣）
https://shoukeikaku.jp

※折詰料理のご相談は下記へ
　 0120-014-099（弦月庵）


